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一　

は
じ
め
に

㈠　

問
題
の
所
在

　
「
民
主
主
義
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
何
ら
か
の
規
範
的
要
請
を
持
ち
う
る
か
。
換
言
す
れ
ば
、「
民
主
主
義
」
と
は
法
的
概
念
た
り

得
る
か
。
こ
れ
が
、
筆
者
の
問
題
意
識
の
根
源
で
あ
る
。
無
論
、
こ
れ
は
壮
大
な
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
問

題
意
識
に
対
し
て
、
政
党
内
民
主
主
義
と
い
う
政
党
の
内
部
に
お
い
て
妥
当
す
る
「
民
主
主
義
」
に
つ
い
て
、
特
に
政
党
除
名
の
場
面
に

お
け
る
規
範
内
容
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
、
こ
の
課
題
に
取
り
組
み
た
い
。

1　

政
党
内
民
主
主
義
のactuality

　

も
っ
と
も
、
こ
の
政
党
内
民
主
主
義
（
あ
る
い
は
「
党
内
民
主
主
義
」）
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
自
体
は
、
日
本
に
お
い
て
も
、
必
ず
し
も

新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
か
つ
て
日
本
に
お
い
て
も
政
党
法
の
制
定
が
試
み
ら
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る（
1
）が、

こ
の
政
党
内
民
主

主
義
に
関
わ
る
問
題
意
識
は
、
当
時
の
政
党
法
案
を
め
ぐ
る
国
会
審
議
に
お
い
て
な
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
発
言
か
ら
も
、
看
取
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

　

内
務
省
の
案
に
よ
る
と
、
代
表
者
と
い
う
も
の
が
幅
を
き
か
し
て
お
つ
て
、
代
表
者
か
ら
に
ら
ま
れ
で
も
す
れ
ば
、
議
員
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
伸
び

ら
れ
な
い
よ
う
な
形
に
な
り
や
す
い
と
い
う
ふ
う
に
見
え
て
お
つ
た
が
、
党
内
に
お
け
る
民
主
化
と
い
う
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
議
会
内
に
お
け
る
民
主
化

と
い
う
こ
と
が
、
完
全
に
行
わ
れ
る
組
織
を
、
実
は
こ
の
政
党
法
に
お
い
て
具
体
的
に
法
制
化
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
…
…
従
つ
て
代
表
者
と

い
う
も
の
を
、
別
な
意
味
の
固
定
化
し
た
権
限
を
有
す
る
よ
う
な
、
非
常
に
強
力
な
代
表
者
の
出
て
こ
な
い
よ
う
に
な
る
べ
く
用
意
し
て
…（
2
）…。
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抑
も
、
か
か
る
問
題
意
識
は
、
遡
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
寡
頭
制
の
鉄
則
（das eherne G

esetz der O
ligarchie

）」
で
名
高
い
ロ
ベ
ル

ト
・
ミ
ヘ
ル
ス
（Robert M

ichels

）
に
よ
る
、
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
研
究
に
も
表
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ（
3
）る。

　

他
方
で
、
政
党
内
民
主
主
義
に
関
す
る
議
論
は
、
過
去
の
一
時
点
に
お
け
る
も
の
で
は
な
く
、
現
代
に
お
い
て
も
そ
の
現
実
的
意
義
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
。
差
し
当
た
り
、
飽
く
ま
で
現
実
の
政
治
状
況
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
例
え
ば
、
自
由
民
主
党
に
よ
る
日
本
国
憲
法

改
正
草
案
に
お
け
る
政
党
条
項
（
同
草
案
六
十
四
条
の
二
）
と
、
か
か
る
規
定
が
政
党
内
民
主
主
義
の
根
拠
と
な
る
と
す
る
、
註
釈
的
解（
4
）説

お
よ
び
国
会
審
議
に
お
け
る
発（
5
）言を
そ
の
証
左
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

な
お
、
政
党
内
民
主
主
義
に
関
す
る
研
究
は
、
憲
法
学
よ
り
も
、
む
し
ろ
政
治
学
と
り
わ
け
政
党
組
織
論
に
よ
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
き

た
。
政
治
学
に
よ
っ
て
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
先
行
業
績
を
紹
介
す
る
こ
と
は
筆
者
の
能
力
を
超
え
る
の
で
、
差
し
当
た
り
、
本
稿
の
問

題
意
識
と
の
関
係
で
、
近
年
の
欧
米
の
政
党
研
究
に
よ
る
次
の
よ
う
な
指
摘
を
挙
げ
て
お
く
。
す
な
わ
ち
、
内
部
的
に
よ
り
民
主
主
義
的

で
な
い
政
党
ほ
ど
、
裕
福
で
か
つ
国
家
助
成
へ
の
依
存
度
が
よ
り
高
く
、
ま
た
そ
の
指
導
者
は
よ
り
強
力
で
あ（
6
）る、
と
す
る
指
摘
が
あ
る
。

ま
た
、
日
本
に
お
い
て
も
、
選
挙
制
度
と
の
関
係
で
、
い
わ
ゆ
る
中
選
挙
区
制
の
廃
止
に
よ
る
政
党
内
派
閥
の
機
能
低
下
と
、
そ
れ
に
起

因
す
る
政
党
内
幹
部
の
権
限
集
中
と
い
う
現
象
が
指
摘
さ
れ
て
い（
7
）る。

　

翻
っ
て
、
日
本
憲
法
学
の
政
党
内
民
主
主
義
に
対
す
る
評
価
は
と
い
う
と
、
主
と
し
て
政
党
法
の
制
定
に
よ
る
政
党
内
民
主
主
義
の
規

定
は
憲
法
上
可
能
か
と
い
う
観
点
か
ら
で
あ
っ（
8
）たが
、
積
極
的
な
も
の
と
消
極
的
な
も
の
と
が
両
存
し
、
ま
た
「
民
主
主
義
」
と
い
う
概

念
が
も
つ
多
義
性
ゆ
え
に
政
党
内
民
主
主
義
は
倫
理
的
な
要
請
に
と
ど
ま
る
べ
き
と
す
る
立
場
が
学
説
の
多
数
派
で
あ
る
と
す
る
総
括
的

な
指（
9
）摘も

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
の
見
解
で
は
、
こ
の
「
民
主
主
義
」
概
念
が
多
義
的
で
あ
る
の
は
、
そ
の
適
用
領
域
が
多
い
こ

と
の
裏
返
し
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
重
要
な
の
は
、
こ
れ
が
適
用
さ
れ
る
場
面
な
い
し
文
脈
に
着
眼
し
、
そ
の
場
面
ご
と
に
現
れ
る
「
民
主

主
義
」
概
念
の
作
用
あ
る
い
は
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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2　

政
党
除
名
と
の
関
わ
り

　

以
上
に
述
べ
た
の
が
政
党
内
民
主
主
義
に
関
わ
る
一
般
的
な
問
題
意
識
で
あ
る
が
、
本
稿
で
扱
う
の
は
、
特
に
こ
れ
と
政
党
除
名
と
の

関
わ
り
で
あ
る
。
政
党
除
名
を
め
ぐ
る
事
件
（
裁
判
例
）
と
し
て
は
、
憲
法
学
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
共
産
党
袴
田
事
）
10
（
件
お
よ
び
日
本

新
党
事
）
11
（
件
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
に
お
い
て
も
、
民
主
党
都
議
会
議
員
政
党
除
名
事
）
12
（
件
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
従
来

も
っ
ぱ
ら
司
法
審
査
の
限
界
（
部
分
社
会
の
法
理
）
と
い
う
文
脈
で
扱
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
が
、
他
方
で
、

こ
う
し
た
政
党
除
名
事
件
に
関
し
て
、
政
党
内
民
主
主
義
の
観
点
か
ら
批
評
す
る
見
解
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
）
13
（
し
、
実
際
に
、
下
級

審
に
お
い
て
は
、
前
記
共
産
党
袴
田
事
）
14
（

件
と
日
本
新
党
事
）
15
（

件
の
中
で
、
そ
う
し
た
観
点
に
言
及
さ
れ
て
い
た
。

㈡　

本
稿
の
課
題
と
射
程

　

そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
の
憲
法
た
る
基
本
法
に
政
党
条
項
を
有
し
、
か
つ
政
党
法
に
よ
っ
て
政
党
の
諸
々
の
活
動
を
規
律
し
て

き
た
ド
イ
ツ
を
研
究
対
象
と
し
て
、
現
行
法
の
下
で
の
制
度
お
よ
び
議
論
を
、
比
較
的
最
近
の
事
例
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
明
ら
か
に
し
た

い
。

　

と
は
い
え
、
本
稿
で
扱
う
の
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
政
党
内
民
主
主
義
の
制
度
・
議
論
を
全
て
扱
う
の
で
は
な
く
、
先
ず
は
、
そ
の
政

党
除
名
手
続
に
関
す
る
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
政
党
除
名
手
続
が
「
民
主
（
主
義
）
的
」
で
あ
る
と
は
如
何
な

る
意
味
な
の
か
を
検
討
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
以
下
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
政
党
内
民
主
主
義
が
、
政
党
除
名
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
展
開
し
て
い
る
の
か
を
概
観
す
る
。

　

な
お
、
本
稿
は
、
現
行
の
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
政
党
内
民
主
主
義
の
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
直
接
の
目
的
と
す
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
こ
の
憲
法
上
の
根
拠
の
解
明
は
、
筆
者
の
政
党
内
民
主
主
義
に
関
す
る
憲
法
学
的
研
究
の
究
極
目
標
と
し
て
、

後
の
課
題
と
し
た
い
。
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二　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
政
党
除
名
手
続
と
政
党
法
に
よ
る
規
律

㈠　

基
本
法
二
十
一
条
一
項
三
文

　

基
本
法
二
十
一
条
は
、
政
党
は
国
民
の
政
治
的
意
思
形
成
に
協
働
す
る
（
一
項
一
文
）
と
し
て
任
務
を
定
め
、
政
党
の
結
成
は
自
由
と

す
る
（
一
項
二
文
）
一
方
で
、
政
党
の
内
部
秩
序
（innere O
rdnung

）
は
民
主
主
義
的
諸
原
則
（dem

okratische G
rundsätze

）
に
適
合
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
項
三
文
）
と
規
定
す
る
。
こ
の
第
三
文
が
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
政
党
内
民
主
主
義
の
憲
法
上
の
根
拠
と
な
る
。

こ
の
政
党
内
民
主
主
義
（innerparteiliche D

em
okratie

）
の
法
的
保
障
は
、
政
党
内
寡
頭
制
の
観
点
か
ら
要
請
さ
れ
）
16
（

る
。
そ
こ
で
、
冒
頭

に
も
挙
げ
た
ミ
ヘ
ル
ス
ら
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
政
党
内
寡
頭
制
化
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
は
、
憲
法
上
は
、
権
力
獲
得
の
た

め
の
政
党
の
結
束
性
に
必
然
的
に
伴
う
寡
頭
制
化
と
画
一
化
に
対
し
て
、
政
党
内
に
お
け
る
個
々
の
党
員
お
よ
び
少
数
派
の
影
響
力
を
確

保
す
る
た
め
に
、
基
本
法
二
十
一
条
一
項
三
文
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
る
範
囲
と
は
何
か
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
な
）
17
（
る
。

政
党
に
お
け
る
諸
決
定
は
多
数
決
原
理
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
か
ら
、
政
党
内
の
少
数
派
は
、
自
身
の
利
益
を
多
数
派
に
対
し
て
貫
徹
し

得
る
も
の
で
は
な
い
が
、
他
方
で
、
少
数
派
に
は
、
何
時
で
も
自
身
が
多
数
派
と
な
る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

一
定
の
少
数
派
保
護
も
ま
た
政
党
内
民
主
主
義
の
要
請
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
）
18
（
る
。
そ
こ
で
、
着
目
さ
れ
る
の
が
個
人
権
の
観
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
政
党
内
民
主
主
義
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
党
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
反
対
派
の
維
持
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
な
く
て

は
な
ら
な
）
19
（
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
政
党
内
民
主
主
義
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
意
見
の
一
致
で
は
な
く
、
多
様
性
で
あ
る
と
説
明
さ
れ

る
こ
と
も
あ
）
20
（
る
。
市
民
は
、
基
本
法
二
十
一
条
一
項
に
適
合
す
る
政
党
政
治
活
動
に
つ
い
て
の
権
利
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
権

利
の
保
障
は
、
政
党
内
民
主
主
義
の
責
務
と
さ
れ
る
一
方
で
、
政
党
は
、
国
家
機
関
じ
た
い
で
は
な
い
た
め
、
基
本
権
的
拘
束
を
直
接
に

受
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
党
内
に
お
け
る
構
成
員
の
権
利
の
保
護
が
重
要
に
な
る
。
し
か
し
、
従
来
こ
う
し
た
政
党
内
民
主
主
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義
の
個
人
権
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
法
学
的
な
考
察
が
見
落
と
さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
）
21
（
る
。

㈡　

政
党
法
に
よ
る
内
部
秩
序
の
規
律

　

こ
れ
ら
の
具
体
化
は
、
基
本
法
二
十
一
条
五
項
（
改
正
前
の
第
三
）
22
（

項
）
に
よ
り
、
連
邦
法
律
に
委
任
さ
れ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
一
九
六

七
年
に
制
定
さ
れ
た
の
が
政
党
法
（G

esetz über die politischen Parteien

）
で
あ
る
。
こ
の
（
当
時
は
西
）
ド
イ
ツ
政
党
法
の
制
定
に
つ

い
て
の
一
般
的
な
紹
介
は
、
夙
に
竹
内
重
）
23
（

年
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
同
法
案
を
め
ぐ
る
当
時
の
議
論
や
審
議
は
、
土
屋
正
）
24
（

三
に

よ
っ
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、
詳
細
は
述
べ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
制
定
経
緯
を
時
系
列
的
に
確
認
し
て
お
く
。

政
党
法
の
制
定
過
程
は
、
遡
れ
ば
、
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
一
九
四
九
年
に
お
け
る
、
連
邦
政
府
に
対
す
る
政
党
法
案
の
作
成
を
要
求
す

る
申
立
）
25
（

て
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
連
邦
内
務
省
に
設
置
さ
れ
た
政
党
法
委
員
会
（Parteienrechtskom

m
ision

）
が
報
告
）
26
（

書
を
公
表
し
、
一

九
五
九
年
に
連
邦
政
府
が
政
党
法
草
）
27
（
案
を
提
出
し
た
。
こ
の
連
邦
政
府
案
に
続
き
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
Ｆ
Ｄ
Ｐ
に
よ
る
草
）
28
（
案
（
一
九
六

四
年
）、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
単
独
に
よ
る
草
）
29
（

案
（
一
九
六
五
年
）、
そ
し
て
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
・
Ｆ
Ｄ
Ｐ
・
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
よ
る
草
）
30
（

案
（
一
九
六
七
年
）
が

夫
々
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
最
後
の
共
同
会
派
案
が
連
邦
議
会
内
務
委
員
会
に
よ
る
修
正
を
受
け
た
後
に
、
成
立
し
た
も
の
が
現
行
政
党
法

で
あ
る
。

　

政
党
法
は
、
ま
さ
に
「
内
部
秩
序
」
と
題
さ
れ
た
第
二
章
の
下
で
、
こ
れ
に
関
す
る
規
律
と
し
て
、
第
六
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
を
置

く
。
こ
の
政
党
法
の
内
部
秩
序
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
条
文
構
成
は
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
）
31
（

る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
本
稿
が
扱
う
政
党
除
名

手
続
に
関
わ
る
範
囲
で
確
認
す
る
。

　

ま
ず
、
政
党
は
、
党
則
（Satzung

）
と
綱
領
（Program

m

）
を
成
文
形
式
で
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
六
条
）、
こ
れ
ら
は
代
議
機
関

た
る
党
大
会
（Parteitag

）
に
お
い
て
議
決
さ
れ
（
九
条
三
項
）、
且
つ
届
出
義
務
に
よ
り
そ
の
公
開
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
七
条
三
項

一
号
）。
次
に
、
理
事
会
（Vorstand

）
は
、
第
八
条
が
明
示
す
る
必
置
機
関
で
あ
り
、
ま
た
第
十
一
条
に
よ
り
、
独
任
機
関
で
は
な
く
、
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最
低
三
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
る
（
一
項
二
文
）。
こ
の
理
事
会
に
は
、
党
務
執
行

（G
eschäftsführung

）
お
よ
び
対
外
的
代
表
と
い
う
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
）
32
（

る
。
な
お
、
こ
の
理
事
会
が
政
党
秩
序
手
続
の
申
立
機
関
の

典
型
で
あ
る
。
そ
し
て
、
政
党
除
名
に
関
す
る
規
定
は
、
ま
ず
構
成
要
件
に
つ
い
て
「
党
員
の
権
利
」
と
題
さ
れ
る
第
十
条
に
お
い
て
定

め
ら
れ
（
四
項
）、
そ
の
管
轄
は
政
党
仲
裁
裁
判
所
と
さ
れ
る
（
五
項
）。
こ
の
政
党
仲
裁
裁
判
所
を
規
定
す
る
の
が
第
十
四
条
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
こ
れ
を
詳
し
く
見
て
い
く
。

㈢　

政
党
法
十
条
四
項

　

政
党
除
名
の
構
成
要
件
に
つ
い
て
、
政
党
法
十
条
四
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
党
員
は
、
次
の
場
合
に
の
み
政
党

か
ら
除
名
さ
れ
得
る
。
す
な
わ
ち
、
党
則
に
対
し
て
故
意
に
違
反
し
、
ま
た
は
政
党
の
原
則
（G

rundsätze

）
も
し
く
は
秩
序

（O
rdnung

）
に
対
し
て
著
し
く
違
反
し
、
且
つ
こ
れ
に
よ
っ
て
政
党
に
対
し
て
重
大
な
損
害
（schw

erer Schaden

）
を
与
え
た
場
合
、
で

あ
る
」。

　

以
下
で
は
、
こ
の
規
定
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

1　

制
定
過
程

　

ま
ず
、
本
規
定
の
制
定
過
程
を
見
て
お
く
。

　

政
党
法
案
を
め
ぐ
っ
て
各
種
提
出
さ
れ
た
草
案
の
中
で
も
、
政
党
除
名
に
関
す
る
規
定
は
、
内
務
委
員
会
に
よ
る
修
正
を
受
け
る
ま
で

は
、
そ
の
条
文
配
列
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
最
初
の
法
案
と
な
っ
た
連
邦
政
府
案
の
規
定
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
以
下
に
は
、

上
記
修
正
を
受
け
る
直
前
の
法
案
で
あ
る
共
同
会
派
案
を
挙
げ
て
お
く
。
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共
同
会
派
政
党
法
案
十
四
）
33
（
条

㈠　

全
て
の
正
規
党
員
お
よ
び
政
党
機
関
に
お
け
る
代
表
者
は
、
平
等
な
投
票
権
を
有
す
る
。

㈡ 　

政
党
の
権
限
あ
る
機
関
は
、
党
則
に
定
め
る
基
準
に
従
い
、
党
員
の
入
党
に
つ
い
て
自
由
に
決
定
す
る
。
党
員
は
、
何
時
で
も
、
直
ち
に
離
党
す

る
権
利
を
有
す
る
。

㈢　

党
則
に
お
い
て
以
下
の
も
の
が
定
め
ら
れ
る
。

　

⒜　

党
員
に
対
す
る
秩
序
措
置

　

⒝　

秩
序
措
置
を
正
当
化
す
る
根
拠

　

⒞　

秩
序
措
置
を
命
じ
得
る
政
党
の
機
関

　

除
名
、
役
職
の
剝
奪
あ
る
い
は
政
党
の
役
職
に
就
く
資
格
の
剝
奪
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
決
定
は
理
由
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
内
務
委
員
会
に
よ
る
修
正
前
の
草
案
段
階
で
は
、
除
名
の
場
合
も
ま
た
、
そ
の
理
由
づ
け
を
要
求
さ
れ
る
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
連
邦
政
府
案
の
基
礎
と
な
っ
た
政
党
法
委
員
会
報
告
書
に
お
い
て
は
、
政
党
除
名
要
件
に
つ
い
て
民
法
を
超

え
る
要
件
を
規
定
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
）
34
（

い
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
共
同
会
派
案
の
修
正
を
経
て
現
行
規
定
の
構
成
要
件
と
な
っ
）
35
（

た
。
言

う
な
れ
ば
、
政
党
除
名
の
構
成
要
件
に
つ
い
て
の
み
、
第
四
項
と
し
て
独
立
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
挙
げ
る
ベ

ル
リ
ン
意
見
書
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
）
36
（
る
。

　

党
員
は
、
政
党
か
ら
の
恣
意
的
な
除
名
に
対
し
て
は
、
さ
ら
に
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。〔
注
：
共
同
会
派
〕
草
案
は
、
除
名
の
規
律
に
つ

い
て
、
政
党
に
完
全
な
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
を
与
え
て
お
り
、
単
に
、
党
則
に
お
い
て
方
式
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
の
み
で
あ
る
。

　

こ
れ
と
は
異
な
り
、
政
党
法
に
お
い
て
は
、
党
員
が
除
名
さ
れ
得
る
場
合
が
厳
密
に
定
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
我
々
の
見
解
で
は
、
除
名
は
次
の

場
合
に
の
み
正
当
化
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
党
員
が
、
既
判
力
あ
る
判
決
に
よ
っ
て
公
民
権
を
失
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
故
意
に
党
則
に
違
反
し
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た
場
合
、
ま
た
は
政
党
の
評
判
に
対
し
て
明
ら
か
に
重
大
な
損
害
を
与
え
た
場
合
、
で
あ
る
。
集
団
除
名
は
、
許
さ
れ
な
）
37
（
い
。

　

ま
た
、
こ
の
意
見
書
の
執
筆
者
の
一
人
で
あ
り
、
ま
た
法
案
審
議
過
程
に
お
け
る
連
邦
議
会
内
務
委
員
会
に
専
門
家
と
し
て
招
か
れ
た

政
治
学
者
ゾ
ン
ト
ハ
イ
マ
ー
（Kurt Sontheim

er

）
の
提
案
に
よ
る
影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
）
38
（

る
。
こ
う
し
た
提
案
が
反
映

さ
れ
、
現
行
規
定
と
な
っ
た
。
次
に
、
こ
の
政
党
除
名
構
成
要
件
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

2　

政
党
除
名
の
構
成
要
件

　

⑴　

党
則
（Satzung

）

　

政
党
法
十
条
四
項
に
お
け
る
「
党
則
」
の
概
念
の
確
定
は
、
政
党
除
名
が
問
題
と
な
る
場
合
に
お
け
る
党
員
の
違
反
行
為
に
つ
い
て
、

当
該
違
反
を
根
拠
づ
け
る
、
つ
ま
り
違
反
対
象
と
な
る
義
務
の
在
り
処
、
す
な
わ
ち
、
そ
う
し
た
義
務
の
根
拠
と
な
る
規
範
の
存
在
を
認

定
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
関
わ
る
。

　

こ
れ
に
関
し
て
は
、
形
式
的
観
点
と
実
質
的
観
点
に
よ
る
区
別
が
便
宜
で
あ
）
39
（
る
。

　

ま
ず
、
形
式
的
意
味
の
党
則
概
念
に
は
、
次
の
二
つ
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
政
党
の
党
則
制
定
義
務
お
よ
び
必
要
的
規
定

事
項
な
ら
び
に
届
出
義
務
を
定
め
る
政
党
法
六
条
に
い
う
「
党
則
」、
さ
ら
に
、
党
大
会
の
議
決
事
項
を
定
め
た
政
党
法
九
条
三
項
に
い

う
「
党
則
」
が
、
形
式
的
意
味
に
お
け
る
党
則
概
念
に
含
ま
れ
る
。

　

次
に
、
実
質
的
意
味
の
党
則
に
は
、
政
党
の
構
造
（Verfassung
）
と
内
部
秩
序
が
関
わ
る
全
て
の
規
定
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
実
質
的

意
味
に
お
け
る
党
則
概
念
と
い
う
観
点
は
、
文
字
通
り
の
「
党
則
（Satzung
）」
と
い
う
文
言
の
み
に
囚
わ
れ
な
い
、
す
な
わ
ち
、
文
言

上
は
「
規
則
（O

rdnung

）」
と
な
っ
て
い
る
規
範
も
、
政
党
法
十
条
四
項
に
お
け
る
「
党
則
」
の
概
念
に
含
め
得
る
と
す
る
観
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
、
政
党
法
九
条
三
項
に
お
い
て
、
党
大
会
の
議
決
事
項
と
し
て
、
党
則
、
党
費
規
則
（Beitragsordnung

）
お
よ
び
政
党
仲
裁
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裁
判
所
規
則 

（Schiedsgerichtsordnung

）
が
並
列
列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
整
合
的
で
あ
る
。
ま
た
、
政
党
法
十
条
四
項
で
問
題
と
な

る
、
す
な
わ
ち
違
反
対
象
と
な
る
「
党
則
」
と
は
、
対
内
的
な
関
係
に
お
け
る
観
念
で
あ
る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
政
党
法
六
条
の
届
出

義
務
に
い
う
「
党
則
」
は
、
有
権
者
に
対
す
る
公
開
と
い
う
意
味
で
、
対
外
的
な
関
係
に
お
け
る
観
念
と
し
て
捉
え
得
）
40
（
る
か
ら
、
文
字
通

り
の
「
党
則
」
の
み
に
着
目
す
る
だ
け
で
は
、
政
党
の
規
範
を
適
切
に
捕
捉
す
る
に
は
充
分
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
政
党
法

十
条
四
項
が
問
題
と
す
る
の
は
、
党
員
の
権
利
と
政
党
の
内
部
秩
序
と
い
う
対
内
的
関
係
で
あ
る
か
ら
、
形
式
的
観
点
と
は
別
に
実
質
的

な
観
点
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
党
則
概
念
に
つ
い
て
の
実
質
的
観
点
に
よ
り
、
政
党
法
十
条
四
項
に
お
け
る
「
党

則
」
に
は
、
形
式
的
意
味
の
「
党
則
」
に
加
え
て
、
政
党
法
九
条
三
項
に
基
づ
い
て
党
大
会
に
お
い
て
議
決
・
制
定
さ
れ
る
諸
規
則
の
う

ち
、
政
党
内
部
の
構
造
に
関
わ
る
規
則
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

⑵　

原
則
（G

rundsätze

）

　

政
党
法
十
条
四
項
は
政
党
除
名
構
成
要
件
と
し
て
「
原
則
」
を
挙
げ
る
。
政
党
に
固
有
の
「
原
則
」
を
定
め
る
こ
と
は
、
基
本
法
二
十

一
条
一
項
に
由
来
す
る
政
党
の
自
由
に
属
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
他
方
で
、
政
党
法
六
条
一
項
一
文
は
、
文
書
に
よ
る
「
綱
領
」
を
定
め

る
よ
う
義
務
づ
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
政
党
の
義
務
の
一
部
で
も
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
両
者
の
概
念
関
係
が
問
題
に
な
る
。

  

「
原
則
」
と
は
、
綱
領
の
核
心
領
域
を
含
む
も
の
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
あ
）
41
（

る
が
、
こ
こ
で
は
、
性
質
あ
る
い
は
機
能
の
観
点
か
ら
両

者
を
区
別
す
る
見
解
を
み
る
こ
と
に
す
）
42
（
る
。

　
「
綱
領
」
と
は
、
政
治
的
世
界
観
に
関
す
る
当
該
政
党
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
な
る
、
と
く
に
政
党
の
傾
向
的
性
質
を
表
す
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
政
党
の
内
部
に
対
し
て
は
、
党
内
の
結
束
を
促
す
と
と
も
に
、
一
方
で
政
党
の
外
部
に
対
し
て
は
、
政
党
の

本
質
的
な
機
能
、
す
な
わ
ち
国
民
の
政
治
的
意
思
形
成
に
協
働
す
る

―
こ
れ
に
よ
っ
て
、
個
人
に
と
っ
て
は
凡
そ
解
決
困
難
な
共
同
体

全
体
に
関
わ
る
政
治
的
決
定
の
複
雑
性
を
和
ら
げ
る

―
と
い
う
機
能
に
資
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
綱
領
と
し
て
中
心
的
に
観
念
さ
れ
る

の
が
基
本
綱
領
（G

rundsatzprogram
m

）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
対
内
的
に
は
、
統
合
作
用
と
と
も
に
政
党
内
指
導
部
に
と
っ
て
は
正
統
化



ドイツにおける政党除名手続の法的規律

147

機
能
を
果
た
す
一
方
で
、
綱
領
の
公
開
義
務
（
政
党
法
六
条
三
項
一
号
）
に
よ
っ
て
対
外
的
な
性
質
も
備
え
る
と
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
次
の

限
り
で
、
基
本
綱
領
は
、
少
な
く
と
も
間
接
的
に
は
、
対
外
的
作
用
を
持
つ
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
基
本
綱
領
は
、
当
該
政
党
の
掲
げ

る
目
標
に
方
向
づ
け
ら
れ
た
政
党
内
の
貫
徹
性
（
団
結
力
）
を
理
由
と
し
て
、
党
員
の
行
動
を
定
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
公
け
か
ら
見
た
政

党
の
外
観
を
定
め
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
政
党
内
民
主
主
義
が
も
つ
、
対
外
的
に
政
党
の
統
一
性
を
強
化
す
る

機
能
と
し
て
説
明
さ
れ
）
43
（

る
。
こ
れ
を
抽
象
的
に
ま
と
め
れ
ば
、
綱
領
と
は
、
次
の
よ
う
な
政
党
の
手
段
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
政
党
の
定

め
た
方
針
に
従
う
こ
と
の
優
先
性
を
確
保
し
、
政
党
外
つ
ま
り
他
の
（
政
党
を
含
む
）
団
体
と
の
境
界
を
画
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
）
44
（
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
綱
領
は
、
記
述
的
あ
る
い
は
目
的
的
な
性
質
を
も
つ
、
つ
ま
り
、
真
か
偽
か
を
問
題
と
す
る
の
で
あ
り
、
適
法
か
違
法

か
を
問
題
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
綱
領
と
似
て
非
な
る
概
念
と
し
て
の
「
原
則
」
は
、
特
に
政
党
法
十
条
四
項
で
用
い
ら
れ
る
そ
れ
は
、
綱
領
の
よ
う

な
記
述
的
・
目
的
的
性
質
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
行
為
規
範
（Verhaltensgebot

）
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
こ

の
「
原
則
」
は
、
政
党
除
名
の
構
成
要
件
上
の
違
反
を
認
定
す
る
際
の
考
慮
要
素
と
し
て
現
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
区
別
は
性
質
の
差
異
に
着
眼
し
た
も
の
で
あ
り
、
原
則
と
は
、
綱
領
の
再
定
式
化
あ
る
い
は
綱
領
的
表
明
に
由

来
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
則
は
、
綱
領
そ
れ
自
体
と
は
異
な
り
、
直
接
に
政
党
の
実
践
に
向
け
ら
れ
、
行
為
規
範
と
し

て
こ
れ
を
統
制
す
る
観
念
と
し
て
説
明
さ
れ
）
45
（
る
。
ま
た
、
原
則
は
、
政
党
除
名
構
成
要
件
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の

政
党
除
名
が
違
反
に
対
す
る
最
も
峻
厳
な
制
裁
で
あ
る
こ
と
も
考
え
れ
ば
、「
原
則
」
と
は
、
政
党
に
と
っ
て
本
質
的
で
不
可
欠
な
行
為

規
範
と
し
て
観
念
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

基
本
法
二
十
一
条
一
項
三
文
す
な
わ
ち
政
党
内
民
主
主
義
は
、
政
党
内
の
決
定
に
対
し
て
民
主
的
正
統
化
を
要
請
す
る
と
こ
ろ
、
原
則

も
ま
た
、
そ
の
内
容
に
関
し
て
、
党
員
に
と
っ
て
の
民
主
的
代
表
機
関
と
し
て
の
党
大
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、
原
則
を
観
念
す
る
上
で
の
起
点
と
し
て
は
、
先
ず
も
っ
て
、
綱
領
的
な
性
質
を
も
っ
た
表
明
に
関
わ
る
党
大
会
決
定
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
党
大
会
を
受
け
て
、
政
党
内
の
他
の
機
関
が
、
政
党
の
掲
げ
る
目
標
を
実
践
的
な
行
動
方
針
と
し
て
具
体
化
し
た
行
為
規
範

を
、
党
大
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
綱
領
に
関
わ
る
表
明
か
ら
導
出
す
る
。
つ
ま
り
、
原
則
の
導
出
と
は
、
政
党
の
掲
げ
る
綱
領
を
実
現

す
る
た
め
の
第
一
段
階
な
の
で
あ
）
46
（
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
真
／
偽
を
問
題
に
す
る
と
こ
ろ
の
「
綱
領
」
か
ら
、
合
法
／
違
法
を
問
題
に
す

る
と
こ
ろ
の
「
原
則
」
へ
の
変
換
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
過
程
を
経
て
初
め
て
、
当
該
行
為
を
合
法
性
に
関
わ
る
法
的
問

題
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

⑶　

秩
序
（O

rdnung
）

　
「
秩
序
」
は
、
あ
る
種
の
慣
習
法
の
よ
う
な
不
文
の
規
範
も
包
含
す
る
観
念
で
あ
）
47
（

る
た
め
、「
党
則
」
や
「
原
則
」
と
も
重
な
り
合
う
場

合
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
原
則
」
が
政
治
的
内
容
に
関
わ
る
行
為
規
範
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、「
秩
序
」
と
は
、
政
党
の
方
針
に

親
和
的
な
行
為
に
関
す
る
一
般
的
な
行
為
規
範
で
あ
る
と
し
て
区
別
す
る
見
解
が
あ
）
48
（

る
。
他
方
で
、
原
則
と
秩
序
と
を
区
別
す
る
見
解
に

対
し
て
は
、
党
員
の
行
為
に
関
す
る
義
務
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
両
者
を
厳
密
に
区
別
せ
ず
と
も
、
政
党
内
の
団
結
性

（Solidarität

）
の
た
め
の
義
務
も
ま
た
政
党
の
「
原
則
」
の
一
つ
と
し
て
理
解
さ
れ
る
、
と
す
る
見
解
が
あ
）
49
（

る
。
こ
う
し
た
観
点
で
は
、

政
党
除
名
の
理
由
と
な
り
得
る
行
為
と
し
て
は
、
党
内
の
他
の
党
員
に
対
す
る
侮
蔑
的
な
発
言
の
よ
う
な
、
連
帯
感
に
欠
け
る
行
為

（unsolidarisches Verhalten

）
も
含
ま
れ
る
と
さ
れ
）
50
（

る
。

　

⑷　

重
大
な
損
害
（schw

erer Schaden

）

　

財
産
損
失
な
ど
を
典
型
と
し
た
財
産
的
損
害
（m

aterialler Schaden

）
の
み
な
ら
ず
、
政
党
の
評
判
（Ansehen

）
な
い
し
信
用

（G
laubw

ürdigkeit

）
の
喪
失
や
、
選
挙
機
会
の
減
少
と
い
っ
た
非
財
産
的
損
害
も
、「
損
害
」
概
念
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
）
51
（

る
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
政
党
除
名
の
構
成
要
件
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
、
政
党
の
党
則
、
原
則
、
秩
序
に
対
す
る
違
反
に
因
っ
て
生
じ
る
害
悪
自
体
が
、

抑
々
、
典
型
的
な
非
財
産
的
性
質
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
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㈣　

政
党
仲
裁
裁
判
所

　

政
党
法
十
四
条
一
項
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
個
々
の
党
員
と
政
党
ま
た
は
地
域
支
部
（G

ebietsverband

）
と
の

間
の
紛
争
、
お
よ
び
党
則
の
解
釈
と
適
用
に
関
す
る
紛
争
を
、
仲
裁
（Schlichtung

）
し
、
裁
定
（Entscheidung

）
す
る
た
め
に
、
仲
裁

裁
判
所
（Schiedsgerichte

）
が
、
少
な
く
と
も
、
政
党
と
各
地
の
最
上
級
の
地
域
支
部
に
設
置
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

　

な
お
、
政
党
法
上
は
「
政
党
仲
裁
裁
判
所
（Parteischiedsgericht

）」
と
い
う
名
称
で
規
定
さ
れ
る
が
、
実
際
に
政
党
の
党
則
で
用
い

ら
れ
る
名
称
は
、
各
政
党
で
異
な
り
得
る
。
試
み
に
、
今
日
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
主
要
な
議
会
勢
力
政
党
の
党
則
類
を
観
る
と
、
以
下
の

よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
政
党
法
の
文
言
に
倣
い
「
仲
裁
裁
判
所
（Schiedsgerichte

）」
と
す
る
の
が
、
Ｃ
Ｓ
）
52
（

Ｕ
（
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同

盟
）、
Ｆ
Ｄ
）
53
（

Ｐ
（
自
由
民
主
党
）、Bündnis90/D
ie G

rün

）
54
（en

（
九
〇
年
同
盟
／
緑
の
党
）
お
よ
び
Ａ
ｆ
）
55
（

Ｄ
（
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢
）
で
あ
り
、

ま
た
「
政
党
裁
判
所
（Parteigericht
）」
と
す
る
の
が
Ｃ
Ｄ
）
56
（
Ｕ
（
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
）、
他
方
で
、「
裁
判
所
」
と
い
う
文
言
を
用
い
ず

「
仲
裁
委
員
会
（Schiedskom

m
issionen

）」
と
す
る
の
が
、
Ｓ
Ｐ
）
57
（

Ｄ
（
社
会
民
主
党
）
お
よ
びD

ie Lin

）
58
（ke

（
左
派
党
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
そ
の
名
称
は
各
政
党
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
差
し
当
た
り
、
政
党
法
の
規
定
に
倣
い
「
政
党
仲
裁
裁

判
所
」
と
し
、
翻
訳
と
し
て
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
以
下
本
文
中
に
お
い
て
は
「
政
仲
裁
」
と
略
す
こ
と
に
す
る
。

1　

制
度
趣
旨

　

こ
こ
で
、
政
仲
裁
の
制
度
趣
旨
を
、
第
十
四
条
の
制
定
過
程
お
け
る
提
案
理
由
か
ら
確
認
す
る
。

　

政
仲
裁
の
設
置
を
義
務
付
け
る
現
行
法
十
四
条
に
相
当
す
る
条
項
は
、
当
初
、
連
邦
政
府
案
十
六
条
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
提
案
理
由
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
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今
日
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
比
較
的
大
規
模
な
政
党
は
、
多
少
の
差
こ
そ
あ
れ
構
築
さ
れ
た
政
党
仲
裁
裁
判
所
制
度
を
備
え
て
い
る
。
こ

の
政
党
仲
裁
裁
判
所
制
度
は
、
民
主
主
義
的
な
法
治
国
家
の
思
想
（dem

okratisch-rechtsstaatlische D
enken

）
よ
り
自
ら
帰
結
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
関
連
で
特
徴
的
な
の
は
、
過
去
に
お
い
て
、
全
体
主
義
政
党
（totalitäre Parteien

）
が
〔
注
：
政
仲
裁
を
用
い
る
こ
と
に
〕
ひ
ど
く
抑
制

的
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
十
六
条
に
よ
っ
て
、
政
党
仲
裁
裁
判
所
制
度
は
、
政
党
内
生
活
に
お
け
る
民
主
主
義
的
諸
原
則
の
確
保
を
目

的
と
し
て
、
全
て
の
政
党
に
と
っ
て
の
義
務
的
制
度
へ
と
高
め
ら
れ
た
。
同
時
に
、
政
党
仲
裁
裁
判
所
制
度
は
、
管
轄
と
保
障
に
つ
い
て
の
最
小
限
の

規
定
と
と
も
に
定
め
ら
れ
）
59
（

る
。

　

こ
の
提
案
理
由
か
ら
は
、
政
仲
裁
制
度
の
背
後
に
は
、
民
主
主
義
的
な
法
治
国
家
原
理
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
全
体
主

義
に
対
す
る
対
抗
策
と
い
う
側
面
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
政
党
法
に
よ
っ
て
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
よ
り
以
前
に
、
既
に
各

政
党
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
た
事
実
が
う
か
が
わ
れ
る
。
特
に
、
政
党
内
民
主
主
義
の
確
保
を
目
的
と
し
て
政
仲
裁
を
設
置
す
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

2　

管
轄
事
項

　

政
仲
裁
は
、
政
党
側
と
党
員
と
の
紛
争
の
解
決
に
管
轄
権
を
持
つ
が
、
管
轄
事
項
と
し
て
は
、
本
稿
が
扱
う
政
党
除
名
に
限
ら
ず
、
戒

告
や
譴
責
、
党
務
解
職
な
ど
一
般
的
な
政
党
秩
序
措
）
60
（

置
（Parteiordnungsm

aßnahm
en

）
の
ほ
か
、
選
挙
異
議
（W

ahlanfechtu

）
61
（ng

）、
さ

ら
に
は
党
大
会
議
決
の
効
力
に
つ
い
て
の
争
い
に
至
る
ま
で
、
各
政
党
に
よ
り
様
々
で
あ
り
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
党
秩
序
措
置
の

特
別
の
場
合
に
当
た
る
政
党
除
名
に
つ
い
て
は
、
政
党
法
十
条
五
項
一
文
に
よ
り
、
そ
の
管
轄
権
を
政
仲
裁
に
独
占
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
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3　

政
党
仲
裁
裁
判
所
の
構
成
員
（
仲
裁
判
事
）
の
選
出

　

第
十
四
条
二
項
は
、
政
仲
裁
の
仲
裁
判
事
が
最
高
四
年
を
任
期
と
し
て
選
挙
さ
れ
る
（
同
一
文
）
一
方
で
、
政
党
（
地
域
支
部
）
理
事

会
の
構
成
員
は
仲
裁
判
事
の
適
格
を
有
さ
な
い
と
し
（
同
二
文
）、
か
つ
独
立
・
無
拘
束
（
同
三
文
）
で
あ
る
。
こ
の
点
、
必
ず
し
も
党
員

総
会
や
党
大
会
で
の
選
出
は
強
制
で
は
な
い
と
さ
れ
る
）
62
（
が
、
他
方
で
、
理
事
会
に
よ
る
選
出
は
禁
止
さ
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
理
事
会
は
、

政
党
秩
序
手
続
に
お
い
て
は
政
党
側
を
代
表
す
る
機
関
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
要
点
は
、
理
事
会
の
影
響
が
な
い
こ
）
63
（

と
で
あ
る
。

㈤　

政
党
仲
裁
裁
判
所
の
判
断
例

　

以
上
に
確
認
し
た
政
党
法
が
定
め
る
政
党
除
名
手
続
の
法
的
規
律
を
踏
ま
え
、
本
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
規
律
の
運
用
を
見
る
た
め
に
、

実
際
の
政
仲
裁
に
よ
る
判
断
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

も
っ
と
も
、
政
仲
裁
の
判
断
例
を
扱
う
際
の
困
難
性
は
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
政
仲
裁
の
判
断
は
、
党
則
の

場
合
と
は
異
な
り
、
公
開
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
も
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
）
64
（

る
。

し
か
し
、
法
律
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
ほ
か
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
大
学
の
デ
ー
タ
ベ
ー
）
65
（

ス
に
よ
っ
て
蒐
集
・
公
開
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
従
来
、
政
仲
裁
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
憲
法
研
究
者
に
よ
っ
て
も
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ

る
が
、
紹
介
な
い
し
言
及
こ
そ
さ
れ
る
も
の
）
66
（

の
、
必
ず
し
も
検
討
対
象
と
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
観
が
あ
る
。

1　

偽
装
結
婚
へ
の
関
与
が
疑
わ
れ
た
党
員
が
政
党
除
名
さ
れ
た
事
例
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）

　

⑴　

事
実
の
概
要
と
手
続
経
過

　

本
件
政
党
秩
序
措
置
（
除
名
）
手
続
の
被
申
立
人
Ｘ
（Bülent Ciftlik

）
は
、
移
民
政
策
の
代
弁
者
と
し
て
有
名
な
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
議
会

議
員
で
あ
り
、
ま
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
広
報
担
当
（Pressesprecher

）
と
し
て
も
活
躍
し
た
著
名
な
政
治
家
で
あ
っ
た
。
Ｘ
は
、
外
国
人
局
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（Ausländerbehöre

）
に
対
す
る
虚
偽
表
示
の
嫌
疑
で
検
察
官
に
よ
る
捜
査
を
受
け
、
報
道
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
事
件
の
経
緯
を

所
属
政
党
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
説
明
す
る
た
め
に
、
Ｘ
は
、
捜
査
手
続
の
間
に
集
ま
っ
た
文
書
類
の
中
か
ら
、
問
題
と
な
っ
た
外
国
人
局
の
覚
書

（Verm
erk

）
を
政
党
幹
部
に
見
せ
た
。
こ
の
覚
書
に
よ
れ
ば
、
Ｘ
は
、
他
の
議
員
な
い
し
同
僚
に
よ
っ
て
、
偽
装
結
婚
を
斡
旋
し
た
廉
で

外
国
人
局
に
告
発
さ
れ
、
悪
人
に
仕
立
て
あ
げ
ら
れ
た
（angeschw

ärzt

）、
と
い
う
事
情
が
窺
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
点
で
は
当
該

覚
書
の
出
所
に
つ
い
て
は
何
ら
説
明
し
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
、
こ
の
覚
書
が
偽
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
報
道
さ
れ
る

と
、
Ｘ
は
、
そ
の
出
所
に
つ
い
て
、
実
は
自
ら
の
私
書
箱
の
中
か
ら
発
見
し
た
と
説
明
し
た
。
こ
う
し
た
Ｘ
の
態
度
、
と
り
わ
け
当
該
覚

書
の
出
所
を
Ｓ
Ｐ
Ｄ
幹
部
と
の
聴
き
取
り
会
合
の
中
で
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
義
務
違
反
的
な
不
作
為
が
認
め
ら
れ
、
ま

た
Ｘ
の
行
為
は
政
党
に
損
害
を
与
え
る
も
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
信
頼
が
損
な
わ
れ
た
と
し
て
、
政
党
秩
序
措
置
手
続
が
申
し
立
て
ら
れ
た
。

な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
本
件
政
仲
裁
手
続
と
は
別
に
、
区
裁
判
所
に
よ
り
外
国
人
法
に
対
す
る
職
務
上
の
違
反
（
文
書
偽
造
）
と

し
て
日
割
の
罰
金
刑
を
言
い
渡
さ
れ
、
Ｘ
は
こ
の
判
決
に
対
し
て
控
訴
し
て
い
た
。
こ
の
区
裁
判
決
を
受
け
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
ラ
ン
ト
代
表
は
、

政
党
お
よ
び
会
派
か
ら
の
離
脱
を
Ｘ
に
対
し
て
勧
告
し
、
こ
れ
に
応
じ
て
Ｘ
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
市
議
会
会
派
を
離
脱
し
た
が
、
議
席
は
保
有
し
続

け
た
。

　

前
記
申
立
て
を
受
け
て
、
Ｘ
の
政
党
除
名
を
目
的
と
す
る
政
党
秩
序
措
手
続
の
開
始
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
偽
装
結
婚
を
教
唆
し
た
市
議
会
議
員
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
評
判
に
重
大
な
損
害
を
与
え
て
お
り
、
ま
た
Ｘ
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
党
籍
の

継
続
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
間
断
の
無
い
批
判
的
な
報
道
に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
外
観
（Außendarstellung

）
に
著
し
く
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

作
用
を
齎
し
、
さ
ら
に
、
有
罪
と
な
っ
た
覚
書
に
関
し
て
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
対
し
て
故
意
に
虚
偽
の
報
告
を
し
た
上
、
如
何
な
る
経
緯
で
当

該
覚
書
を
手
に
し
た
の
か
に
つ
い
て
打
ち
明
け
る
の
が
遅
す
ぎ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
政
仲
裁
た
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
政
党
仲
裁
委
員
会
に
よ
る
政
党
秩
序
措
置
手
続
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
ず
、
ク
ラ
イ
ス
（
郡
）
政
仲
裁
は
、

次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
Ｘ
の
除
名
を
決
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
当
該
覚
書
の
出
所
を
黙
秘
し
、
そ
れ
が
恰
も
捜
査
資
料
の
一
部
か
の
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よ
う
に
装
っ
た
Ｘ
の
行
為
は
、
政
党
内
の
団
結
性
を
毀
損
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
党
の
原
則
に
著
し
く
違
反
し
、
さ
ら
に
、
広
報
担
当
と

し
て
の
Ｘ
に
は
よ
り
高
い
程
度
に
要
求
さ
れ
る
通
知
・
情
報
提
供
義
務
に
も
違
反
す
る
。
ま
た
、
Ｘ
に
よ
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
市
議
会
会
派
の
離
脱

も
、
政
党
の
原
則
お
よ
び
秩
序
に
違
反
す
る
。
何
と
な
れ
ば
、
公
衆
の
目
に
は
、
Ｘ
は
会
派
無
所
属
（fraktionslos

）
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
市
議
会

議
員
と
し
て
映
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
し
て
如
何
な
る
政
策
を
主
張
し
て
い
る
の
か
が
公
衆
に
は
分
か
ら
な
く
な
る
。
よ
っ

て
Ｘ
は
除
名
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
判
断
に
対
し
て
、
Ｘ
は
次
の
理
由
に
よ
り
上
訴
し
た
。
す
な
わ
ち
、
当
該
覚
書
が
捜
査
資
料
か
ら
出
て
き
た
と
は
表
明
し
た
つ
も

り
は
な
い
し
、
仮
に
そ
の
出
所
を
質
問
さ
れ
て
い
た
の
な
ら
即
座
に
答
え
て
い
た
。
ま
た
、
本
件
で
違
反
対
象
と
な
っ
て
い
る
忠
誠
義
務

（Treuepflichten

）
は
、
Ｘ
に
は
知
り
得
な
い
し
、
無
罪
推
定
の
法
理
を
無
効
に
し
得
る
も
の
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、
会
派
無
所
属
議
員

と
し
て
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
党
籍
も
責
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
Ｘ
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
原
則
お
よ
び
秩
序
に
対
し
て
違
反
し
て
い
な
い

し
、
重
大
な
損
害
を
与
え
て
も
い
な
い
。

　

政
仲
裁
の
上
級
審
に
当
た
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
ラ
ン
ト
政
仲
裁
は
、
前
審
の
ク
ラ
イ
ス
政
仲
裁
の
判
断
を
概
ね
支
持
し
、
Ｘ
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。

そ
の
説
示
に
お
い
て
同
政
仲
裁
は
、
Ｘ
が
違
反
し
た
通
知
・
情
報
提
供
義
務
は
、「
Ｘ
の
広
報
担
当
と
し
て
の
地
位
お
よ
び
Ｓ
Ｐ
Ｄ
党
籍

か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
政
党
の
機
関
に
対
し
て
果
た
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
し
、
こ
の
義
務
を
拒
否
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
政

党
の
評
判
に
重
大
な
損
害
を
与
え
た
、
と
認
定
し
た
。
他
方
で
、
ラ
ン
ト
政
仲
裁
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
会
派
の
離
脱
が
政
党
の
原
則
お
よ
び
秩
序

に
違
反
す
る
と
し
た
ク
ラ
イ
ス
政
仲
裁
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
本
件
会
派
離
脱
は
Ｘ
が
自
身
の
政
党
除
名
を
見
越
し
て
機
先
を
制
し
た
も

の
と
観
て
、
取
り
消
し
た
。

　

こ
の
ラ
ン
ト
政
仲
裁
の
決
定
に
対
し
て
も
、
Ｘ
は
上
訴
し
た
。
そ
こ
で
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
組
織
規
則
三
十
五
条
が
定
め
る
政
党
除
名
要
件
の

不
充
足
、
お
よ
び
Ｘ
は
自
身
の
弁
護
人
の
守
秘
義
務
を
解
く
な
ど
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
た
め
に
努
力
し
た
事
、
並
び
に
偽
造
さ
れ
た
覚
書
に
関
す
る

誤
解
は
尋
ね
ら
れ
て
い
れ
ば
直
ち
に
解
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
さ
ら
に
政
党
内
の
団
結
性
を
毀
損
し
た
の
は
、
む
し
ろ
ラ
ン
ト
代
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表
に
よ
る
未
だ
既
判
力
の
無
い
区
裁
判
決
を
受
け
た
Ｘ
の
会
派
離
脱
勧
告
で
あ
る
、
と
い
う
旨
が
主
張
さ
れ
た
。

　

な
お
、
政
党
法
十
条
四
項
を
受
け
た
、
除
名
要
件
を
定
め
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
組
織
規
）
67
（

則
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
三
十
五
条　

政
党
秩
序
手
続
（Parteiordnungsverfahren

）

㈠ 　

次
の
号
に
掲
げ
る
も
の
に
違
反
し
た
党
員
に
対
し
て
は
、
政
党
秩
序
手
続
を
実
施
で
き
る
。

　

一
．
党
規
則
（Statuten

）

　

二
．
原
則
（G

rundsätz

）

　

三
．
秩
序
（O

rdnung
）

　

政
党
内
の
団
結
性
（innerparteiliche Solidarität

）
の
要
請
を
無
視
、
あ
る
い
は
不
名
誉
な
行
為
を
な
し
た
者
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
原
則
に
違
反
し
た

も
の
と
す
る
。
党
大
会
あ
る
い
は
党
組
織
の
決
定
に
対
し
て
執
拗
に
逆
ら
う
行
為
を
な
し
た
者
は
、
政
党
の
秩
序
に
違
反
し
た
も
の
と
す
る
。

㈡ 　

政
党
秩
序
手
続
に
お
い
て
は
、
次
の
号
に
掲
げ
る
も
の
を
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
．
譴
責
（Rüge

）

　

二
．
一
部
ま
た
は
全
部
の
党
務
就
任
権
の
、
最
長
三
年
ま
で
と
す
る
一
時
的
剝
奪

　

三
．
一
部
ま
た
は
全
部
の
党
籍
に
基
づ
く
諸
権
利
の
、
最
長
三
年
ま
で
と
す
る
一
時
的
停
止

　

四
．
政
党
除
名

㈢ 　

除
名
が
認
め
ら
れ
得
る
の
は
、
次
の
場
合
に
限
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
党
員
が
故
意
に
党
規
則
に
違
反
す
る
か
、
或
い
は
、
政
党
の
原
則
ま
た
は

秩
序
に
著
し
く
違
反
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
政
党
に
対
し
て
重
大
な
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
限
る
。
政
党
か
ら
除
名
さ
れ
た

者
は
、
組
織
お
よ
び
労
働
共
同
体
に
参
加
し
て
は
な
ら
な
い
。

㈣ 　

政
党
秩
序
手
続
は
、
あ
ら
ゆ
る
党
構
成
区
分
（G

liderung

）
お
よ
び
政
党
理
事
会
が
、
当
該
党
員
が
所
属
す
る
下
位
地
区
（U

nterbezirk

）
の

仲
裁
委
員
会
に
対
し
て
、
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
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⑵　

Ｓ
Ｐ
Ｄ
連
邦
仲
裁
委
員
会
決
）
68
（
定

　

Ｘ
は
、
組
織
規
則
三
十
五
条
一
項
お
よ
び
二
項
四
号
と
結
び
付
い
た
同
三
項
に
基
づ
き
除
名
さ
れ
る
。
連
邦
政
仲
裁
は
、
前
審
同
様
、

確
認
さ
れ
た
事
実
に
基
づ
き
、
次
の
通
り
認
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｘ
は
、
同
人
に
対
し
て
な
さ
れ
た
検
察
官
に
よ
る
捜
査
に
関
し
て
、

Ｓ
Ｐ
Ｄ
側
に
対
し
て
と
っ
た
行
為
に
よ
っ
て
、
著
し
い
態
様
で
政
党
の
原
則
お
よ
び
秩
序
に
違
反
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
重
大
な
損
害
を
、

同
人
に
帰
責
さ
れ
る
形
で
、
生
じ
さ
せ
た
。

　

党
員
に
よ
る
刑
罰
規
定
違
反
の
嫌
疑
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
事
実
関
係
を
釈
明
す
る
場
合
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
側
と
し
て
は
、
次
に
依
る
他
な
い
。

す
な
わ
ち
、
釈
明
を
な
し
得
る
当
該
党
員
が
、
可
能
な
範
囲
で
、
そ
う
し
た
事
実
関
係
の
釈
明
を
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
の
み
、
公
衆
に
対
し
て
以
下
の
事
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
政
党
は
、
当
該
違
反
に
関
わ
っ
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、

事
件
経
緯
と
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
違
反
を
再
検
討
し
、
こ
れ
を
罰
し
（ahnden

）、
そ
し
て
将
来
に
向
か
っ
て
こ
れ
を
防

止
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
、
と
い
う
事
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
不
首
尾
に
終
わ
れ
ば
、
政
党
は
、
評
判
と

信
頼
を
失
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
政
党
固
有
の
目
標
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
公
共
団
体
の
形
成
へ
の
政
治
的
協
働
の
機
会
が
著
し
く
減
少
す

る
。

　

他
方
で
、
党
員
は
、
黙
秘
お
よ
び
自
己
負
罪
拒
否
の
権
利
を
援
用
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
党
員
は
、
そ
う
し
た
権
利

と
、
こ
れ
と
対
立
す
る
政
党
の
利
益
と
を
衡
量
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
次
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
、
同
人
に
と
っ
て
、
将
来
の
刑
事
制
裁
か
ら
の
保
護
が
、
党
務
お
よ
び
党
籍
な
ら
び
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
評
判
よ
り
も
重
要
な
の
か
否
か
、
で

あ
る
。

　

ラ
ン
ト
政
仲
裁
は
、
Ｘ
に
よ
る
当
該
覚
書
の
偽
造
や
そ
の
他
の
犯
罪
行
為
じ
た
い
に
制
裁
す
べ
き
行
為
を
見
出
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

法
治
国
家
原
理
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
無
罪
推
定
の
下
で
、
手
続
上
も
決
定
理
由
の
中
で
も
、
法
律
上
の
手
続
に
お
い
て
有
罪
の
証
明
の
な

い
場
合
に
は
Ｘ
は
無
実
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
を
遵
守
し
て
い
る
。
む
し
ろ
、
同
政
仲
裁
に
よ
る
除
名
の
根
拠
は
、
偏
に
、
Ｘ
に
対
す
る
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検
察
官
の
捜
査
に
関
し
て
同
人
が
と
っ
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
側
に
対
す
る
行
為
に
尽
き
る
。

　

連
邦
政
仲
裁
も
ま
た
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｘ
は
、
同
人
に
課
さ
れ
た
党
員
と
し
て
の
義
務
に
対
し
て
重
大
に
違
反
し
、

政
党
に
対
し
て
重
大
な
損
害
を
与
え
た
。
本
人
も
認
め
て
い
る
通
り
、
Ｘ
は
、
同
人
に
対
し
て
開
始
さ
れ
た
捜
査
手
続
を
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
側
に

対
し
て
即
座
に
報
告
し
な
か
っ
た
。
Ｘ
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
側
と
の
聴
き
取
り
会
合
の
中
で
、
当
該
覚
書
の
出
所
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

長
年
広
報
担
当
と
し
て
活
動
し
て
き
た
Ｘ
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
対
す
る
不
作
為
が
ど
の
よ
う
な
帰
結
を
も
た
ら
す
か
は
認
識
で
き
た
は
ず

で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
覚
書
に
は
、
他
の
二
人
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
議
員
に
対
す
る
非
常
に
議
論
を
呼
ぶ
告
発
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
仮

に
、
Ｘ
が
当
該
覚
書
の
出
所
に
つ
い
て
自
ら
の
私
書
箱
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
報
告
し
て
い
た
の
な
ら
、
同
覚
書
の
重
要
性
は

著
し
く
相
対
化
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
「
損
害
の
概
念
は
、
通
常
裁
判
所
の
判
例
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
確
立
し
た
連
邦
仲
裁
委
員
会
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
物
質
的
な
意
味
に
お

い
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
先
ず
も
っ
て
政
党
に
と
っ
て
の
重
大
な
損
害
が
生
じ
る
場
合
と
は
、
政
党
の
自
己
理
解
と
利
益

に
基
づ
い
た
、
政
党
の
評
判
お
よ
び
信
頼
が
、
当
該
党
員
の
行
為
に
よ
っ
て
、
著
し
く
危
殆
化
さ
れ
る
か
侵
害
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
」。

　

⑶　

本
決
定
の
特
徴

　

本
件
控
訴
審
た
る
ラ
ン
ト
政
仲
裁
が
、
前
審
の
ク
ラ
イ
ス
政
仲
裁
に
よ
る
除
名
根
拠
に
関
わ
る
認
定
を
修
正
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
政

仲
裁
の
上
訴
制
度
に
よ
る
是
正
機
能
が
果
た
さ
れ
て
い
る
も
の
と
観
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
本
件
に
お
い
て
は
、
Ｘ
が
自
身
に
対
し
て
捜

査
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
報
告
し
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
当
該
外
国
人
局
の
覚
書
の
出
所
を
説
明
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
政
党
内
の
団
結
性
と
い
う
意
味
で
の
「
原
則
」
お
よ
び
報
告
義
務
に
関
わ
る
「
秩
序
」
に
対
す
る
著
し
い
違
反
が
認
定
さ
れ
た
と
い

え
る
。
一
方
で
、
連
邦
政
仲
裁
の
説
示
に
も
あ
る
通
り
、
国
家
裁
判
所
た
る
区
裁
判
決
で
は
有
罪
と
な
っ
た
が
控
訴
に
よ
り
争
わ
れ
て
い

る
当
該
覚
書
の
偽
造
自
体
を
除
名
評
価
の
根
拠
に
し
て
い
な
い
等
、
無
罪
推
定
と
い
う
法
治
国
家
原
理
を
意
識
し
た
認
定
が
み
ら
れ
る
。

他
方
、
Ｘ
が
刑
事
手
続
と
の
関
係
で
有
す
る
権
利
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
と
政
党
の
利
益
と
の
衡
量
を
要
求
し
て
い
る
。
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ま
た
、「
損
害
」
の
定
義
は
、
前
述
の
研
究
者
に
よ
る
見
解
と
適
合
的
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
連
邦
政
仲
裁
の
除
名
決
定
は
、
国
家
裁
判
所
た
る
ベ
ル
リ
ン
上
級
裁
判
所
で
も
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
）
69
（

る
。

2　

サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
の
会
員
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
政
党
除
名
が
争
わ
れ
た
事
例
（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）

　

⑴　

事
実
の
概
要
と
手
続
経
過

　

本
件
被
申
立
人
 X1
・
 X2
（
夫
婦
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
七
九
年
、
一
九
七
七
年
以
来
「
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
（Scientology

）」
の
会
員

で
あ
る
。
両
者
は
一
九
八
八
年
に
Ｆ
Ｄ
Ｐ
に
加
入
し
、
と
も
に
地
域
支
部
に
属
し
て
い
る
。
 X1
は
、
一
九
九
〇
年
に
バ
イ
エ
ル
ン
州
議
会

選
挙
の
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
候
補
者
と
な
っ
た
。
ま
た
 X2
は
、
同
地
域
支
部
に
お
い
て
任
意
健
康
保
険
組
合
の
検
査
係
を
務
め
た
。

　

Ｆ
Ｄ
Ｐ
は
、
一
九
九
二
年
十
二
月
、
連
邦
党
大
会
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
議
決
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
① 

Ｆ
Ｄ
Ｐ
は
、
サ
イ
エ
ン
ト

ロ
ジ
ー
会
員
で
あ
る
こ
と
と
Ｆ
Ｄ
Ｐ
党
籍
は
両
立
し
な
い
も
の
と
宣
言
す
る
。
何
と
な
れ
ば
、
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
会
員
で
あ
る
こ
と
は
、

Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
政
治
目
標
と
完
全
に
対
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。
② 

連
邦
理
事
会
は
、
こ
れ
に
該
当
す
る
党
員
に
対
し
て
、
直
ち
に
、
必
要
な

除
名
手
続
を
開
始
す
る
。
…
…
」

　

こ
れ
を
受
け
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
Ｆ
Ｄ
Ｐ
は
、
一
九
九
三
年
の
通
常
ラ
ン
ト
党
大
会
に
お
い
て
、
こ
の
連
邦
党
大
会
の
議
決
を
採
択
し
た
。

そ
こ
で
、
同
年
に
Ｆ
Ｄ
Ｐ
理
事
会
と
 X1
・
 X2
が
協
議
し
た
と
こ
ろ
、
 X1
・
 X2
は
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
党
籍
も
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
会
員
も
諦
め
な
い
、

と
主
張
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
ラ
ン
ト
政
仲
裁
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
 X1
・
 X2
を
政
党
除
名
す
る
目
的
で
仲
裁
裁
判
手
続
が
申
し

立
て
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
お
よ
び
ラ
ン
ト
の
党
大
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
、
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
会
員
で
あ
る
こ
と
と
Ｆ
Ｄ
Ｐ

党
籍
は
両
立
し
な
い
も
の
と
す
る
決
定
（U

nvereinbarkeitsbeschlüsse

・
以
下
、「
本
件
党
大
会
決
定
」）
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
価
値
観
の
実
体

的
表
明
で
あ
り
、
こ
の
価
値
観
は
、
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
の
そ
れ
と
鋭
く
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
件
党
大
会
決
定
は
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
原
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則
の
実
体
法
的
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
簡
潔
に
表
現
す
れ
ば
、
そ
れ
自
体
で
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
原
則
あ
る
い
は
綱
領
で
あ
る
。
Ｆ
Ｄ
Ｐ
は
、

全
体
主
義
的
お
よ
び
独
裁
的
企
て
を
認
め
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
は
、
権
威
的
か
つ
反
民
主
主
義
的
に
構
成
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
が
掲
げ
る
「
宗
教
」
と
は
、
た
だ
組
織
の
権
力
獲
得
の
た
め
の
口
実
と
し
て
機
能
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
世
界
像

（W
eltbild

）
お
よ
び
同
構
成
員
（
会
員
）
に
対
す
る
態
度
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
人
間
像
と
は
両
立
し
な
い
。
そ
こ
で
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
は
、
次
の
限

り
で
重
大
な
損
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
 X1
・
 X2
が
、
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
の
目
標
と
手
段
に
反
対
す
る
こ
と
を
明
確
に

宣
言
せ
ず
、
ま
た
Ｆ
Ｄ
Ｐ
党
籍
と
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
の
会
員
を
結
び
付
け
る
限
り
に
お
い
て
、
で
あ
る
。

　

以
上
に
対
す
る
本
件
被
申
立
人
 X1
・
 X2
の
主
張
は
次
の
通
り
。
す
な
わ
ち
、
両
者
は
、
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
の
会
員
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
、
こ
の
会
員
で
あ
る
こ
と
が
、
よ
り
高
い
意
識
の
段
階
（Bew

ußtseinsstufen

）
を
獲
得
す
る
手
段
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
サ
イ
エ
ン

ト
ロ
ジ
ー
に
お
い
て
は
、
両
者
は
、
そ
の
信
仰
に
基
づ
い
て
生
活
し
て
い
る
。
本
件
党
大
会
決
定
お
よ
び
本
件
政
党
除
名
申
立
て
は
、
基

本
法
二
十
一
条
一
項
三
文
に
由
来
す
る
政
党
の
民
主
主
義
原
理
（D

em
okratieprinzip politischer Parteien

）
に
違
反
す
る
。
こ
れ
ら
の
決

定
お
よ
び
申
立
て
は
無
効
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
、
基
本
法
三
条
三
項
、
四
条
一
項
、
五
条
一
項
お
よ
び
九
条
一
項
を
侵
害

す
る
か
ら
で
あ
る
（
尚
、
こ
の
ほ
か
国
際
法
違
反
の
主
張
）。
ま
た
、
 X1
・
 X2
は
、
常
に
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
で
の
業
務
と
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
へ
の
帰

属
と
を
区
別
し
て
い
る
。
両
者
は
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
に
対
し
て
重
大
な
損
害
を
与
え
て
い
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
両
者
の
人
格
的
な
信
仰
上
の
決

定
と
Ｆ
Ｄ
Ｐ
と
の
間
に
は
因
果
関
係
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
申
立
て
に
対
し
、
バ
イ
エ
ル
ン
Ｆ
Ｄ
Ｐ
ラ
ン
ト
政
仲
裁
は
、
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
外
観
は
リ
ベ
ラ
ル
な
原
則
と

両
立
し
な
い
と
す
る
本
件
党
大
会
決
定
を
理
由
と
し
て
、
 X1
・
 X2
を
Ｆ
Ｄ
Ｐ
か
ら
政
党
除
名
す
る
決
定
を
し
た
。

　

⑵　

Ｆ
Ｄ
Ｐ
連
邦
仲
裁
裁
判
所
決
）
70
（
定

　

前
審
の
ラ
ン
ト
政
仲
裁
の
決
定
に
対
し
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
連
邦
政
仲
裁
は
、
こ
の
政
党
除
名
決
定
を
破
棄
し
、
 X1
・
 X2
を
救
済
し
た
。
そ
の
理

由
の
な
か
で
以
下
の
よ
う
な
判
示
が
な
さ
れ
た
。
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「
基
本
法
二
十
一
条
一
項
三
文
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
政
党
の
内
部
秩
序
は
民
主
主
義
的
な
諸
原
則
に
適
合
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
定
め
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
政
党
法
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
政
党
法
十
条
四
項
に
よ
れ
ば
、

当
該
党
員
が
除
名
さ
れ
る
の
は
、
実
体
法
的
に
次
の
場
合
に
限
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
故
意
に
党
則
に
違
反
す
る
か
、
或
い
は
、
著
し
く

政
党
の
原
則
ま
た
は
秩
序
に
違
反
し
、
且
つ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
政
党
に
重
大
な
損
害
を
与
え
た
場
合
に
限
ら
れ
る
」。

　
「
政
党
除
名
は
最
も
厳
格
な
秩
序
措
置
で
あ
る
。
そ
の
適
法
性
は
、
上
記
の
通
り
、
特
別
な
理
由
づ
け
を
要
す
る
。
政
党
に
対
し
て
民

主
主
義
的
諸
原
則
に
適
合
す
る
秩
序
を
求
め
る
要
請
と
、
そ
の
党
員
に
対
し
て
、
形
式
的
・
実
体
的
な
政
党
の
基
礎
を
承
認
さ
せ
る
と
と

も
に
こ
の
基
礎
に
違
反
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
要
請
と
は
、
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
政
党
の
内
部
秩
序
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
が
考
慮

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
政
党
は
、
成
功
を
収
め
る
た
め
に
は
、
国
家
に
お
い
て
許
容
さ
れ
る
多
様
な
政
治
的
諸
綱
領
の

う
ち
、
た
だ
一
つ
の
綱
領
を
主
張
し
、
か
つ
こ
の
綱
領
は
一
致
団
結
し
て
主
張
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
方

で
、
政
党
は
、
社
会
の
意
思
形
成
に
影
響
を
与
え
、
こ
れ
を
自
ら
に
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
、
社
会
の
流
動
的
な
意
思
形
成
に
対
し
て
開

か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治
的
自
由
の
二
つ
の
側
面
と
し
て
の
開
放
性
と
閉
鎖
性
の
間
の
対
抗
に
お
い
て
、
政
党
除
名
に
つ
い

て
の
正
し
い
解
決
策
が
見
出
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
比
例
原
則
（G

rundsatz der Verhältism
äßigkeit

）
も
ま
た
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」。

　

こ
う
し
た
法
的
基
礎
の
下
で
は
、
本
件
政
党
除
名
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
 X1
・
 X2
は
、
政
党
の
原
則
に
対
す
る
著
し
い

違
反
お
よ
び
政
党
に
対
し
て
そ
れ
に
よ
る
重
大
な
損
害
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
で
、
非
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
「
本
件
党
大
会
決
定
の
み
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
、
 X1
・
 X2
に
対
す
る
本
件
政
党
除
名
は
正
当
化
さ
れ
な
い
。
本
件
党
大
会
決

定
は
『
リ
ベ
ラ
ル
な
価
値
観
の
実
体
的
表
明
』
と
は
見
な
さ
れ
な
い
。
党
大
会
に
お
い
て
は
多
く
の
申
立
て
や
投
票
が
な
さ
れ
る
。
内
容

的
に
は
、
そ
う
し
た
申
立
て
が
重
要
度
を
も
つ
の
は
区
々
で
あ
る
。
党
大
会
決
議
と
は
、
連
立
決
議
な
ど
を
例
外
に
す
れ
ば
、
当
該
党
大

会
に
お
け
る
党
員
の
多
数
派
の
意
見
を
反
映
し
た
、
そ
の
時
々
の
一
時
的
認
定
（M

om
entaufnahm

en

）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
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党
大
会
決
定
を
『
リ
ベ
ラ
ル
な
価
値
観
の
実
体
的
表
明
』
と
し
て
見
な
す
の
は
過
大
評
価
で
あ
る
」。

　

そ
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
 X1
・
 X2
は
、
一
度
も
、
他
の
Ｆ
Ｄ
Ｐ
党
員
を
、
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
の
信
仰
上
の
原
則
に
よ
っ
て
説
得
し
よ
う

と
試
み
た
こ
と
は
な
い
。
ま
た
両
者
が
よ
く
知
る
党
員
た
ち
も
、
両
者
が
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
会
員
で
あ
る
こ
と
を
全
く
知
ら
な

い
。
 X1
・
 X2
は
、
依
然
と
し
て
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
政
治
的
な
基
本
的
想
定
（G
rundannahm

en

）
を
共
有
す
る
た
め
の
、
自
由
主
義
的
信
条
の
表

明
と
し
て
説
明
さ
れ
る
「
リ
ベ
ラ
ル
な
政
治
の
基
礎
」
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
 X1
・
 X2
は
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
か
ら
追
放
さ
れ
る
つ
も
り
は
な
い
。

「
何
と
な
れ
ば
、
党
籍
を
失
え
ば
政
治
的
な
帰
属
先
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
例
え
ば
、
選
出
さ
れ
る
こ
と
も
叶
わ
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
」。

し
た
が
っ
て
、
以
下
の
確
認
は
正
当
化
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
 X1
・
 X2
は
そ
の
『
私
』
生
活
に
お
い
て
は
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
の
原
則
を

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
が
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
に
お
い
て
は
リ
ベ
ラ
ル
な
政
党
の
原
則
を
主
張
す
る
に
吝
か
で
な
い
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
比
例
原
則
が
、
本
件
政
党
除
名
に
対
置
さ
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
 X1
・
 X2
は
、
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
会
員
に
つ
い
て
、

基
本
法
四
条
に
よ
る
宗
教
の
自
由
を
援
用
す
る
か
ら
で
あ
る
。「
党
員
の
基
本
権
は
、
原
則
的
に
、
政
党
内
に
も
妥
当
す
る
」。
サ
イ
エ
ン

ト
ロ
ジ
ー
が
基
本
法
四
条
に
い
う
宗
教
を
体
現
す
る
か
否
か
は
、
未
決
定
の
ま
ま
で
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
自
体

の
宗
教
の
自
由
の
否
認
が
、
そ
の
構
成
員
（
会
員
）
の
宗
教
の
自
由
の
否
認
ま
で
も
直
結
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ

は
、
 X1
・
 X2
が
そ
の
私
生
活
に
お
い
て
は
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
の
主
義
信
条
に
従
う
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

他
方
で
、「
本
決
定
は
本
件
 X1
・
 X2
の
党
籍
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
、
一
般
的
な
、
他
の
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
会
員
に
も
妥

当
す
る
確
認
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
」
と
し
た
。

3　

本
決
定
の
特
徴

　

本
決
定
は
、
連
邦
政
仲
裁
が
前
審
の
ラ
ン
ト
政
仲
裁
に
よ
る
政
党
除
名
決
定
を
覆
し
、
党
員
を
救
済
し
た
も
の
で
あ
る
。
政
党
除
名
を

覆
し
た
事
例
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
そ
の
判
示
の
中
で
は
、
政
党
内
民
主
主
義
と
政
党
除
名
に
関
わ
る
問
題
が
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
お
り
、



ドイツにおける政党除名手続の法的規律

161

示
唆
に
富
む
判
断
例
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
点
も
ま
た
、
本
決
定
が
法
律
雑
誌
（N

V
w
Z

）
に
掲
載
さ
れ
た
所
以
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
政
党
内
民
主
主
義
と
政
党
法
十
条
四
項
、
す
な
わ
ち
政
党
除
名
と
の
関
係
を
、
政
党
自
身
が
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
党
員
側

の
抗
弁
と
し
て
、
本
件
政
党
除
名
に
つ
い
て
政
党
内
民
主
主
義
に
対
す
る
違
反
の
主
張
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
政
党
内
民
主
主

義
の
個
人
権
的
側
面
に
着
目
す
る
立
場
と
親
和
的
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
政
党
除
名
に
よ
る
党
籍
喪
失
と
政
治
生
活
が
不
可
能
に
な
る
事

と
の
関
係
に
つ
い
て
の
主
張
が
検
討
さ
れ
て
い
る
点
も
ま
た
、
こ
の
立
場
を
支
持
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
違
反
対
象
を
特
定
す
る
際
の
、
政
党
の
原
則
に
つ
い
て
の
検
討
も
ま
た
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
党
大
会
議
決
に
対
す

る
批
判
的
観
点
か
ら
、
本
件
党
大
会
決
定
を
絶
対
視
せ
ず
、
相
対
化
す
る
態
度
を
示
し
た
。
代
議
機
関
に
対
す
る
や
や
果
敢
に
も
見
え
る

態
度
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
自
覚
し
て
か
、
最
後
に
本
決
定
の
妥
当
範
囲
を
限
定
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
本
決
定
は
、
基
本
権
が
政
党
内
に
も
妥
当
す
る
と
明
示
し
た
上
、
判
断
要
素
と
し
て
比
例
原
則
を
採
用
し
て
お
り
、
政
党
内

へ
の
基
本
権
の
妥
当
と
政
党
内
民
主
主
義
に
よ
っ
て
党
員
の
権
利
を
保
護
す
る
立
場
に
と
っ
て
親
和
的
で
あ
）
71
（
る
。

三　

政
党
内
民
主
主
義
と
政
党
除
名

㈠　

政
党
除
名
に
つ
い
て
政
党
内
民
主
主
義
が
問
題
と
な
る
理
由

　

あ
ら
ゆ
る
党
員
の
権
利
の
根
源
は
党
籍
（M

itgliedschaft

）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
党
籍
を
失
わ
せ
る
の
が
政
党
除
名
で
あ
る
。
故

に
、
党
員
の
権
利
の
根
源
を
断
つ
と
こ
ろ
の
政
党
除
名
は
、
政
党
秩
序
措
置
の
中
で
も
特
別
の
地
位
を
占
め
る
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ゆ

え
に
注
意
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
除
名
さ
れ
た
者
は
、
そ
の
党
籍
に
基
づ
く
党
員
の
権
利
（M

itgliedschaftsrechte

）
を
失
う
こ
と
に

因
っ
て
、
基
本
法
二
十
一
条
一
項
三
文
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
地
位
を
全
て
失
う
こ
と
に
な
る
。
党
員
資
格
に
基
づ
く
諸
権
利
の
無
い
事
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態
を
現
実
的
に
考
え
る
場
合
に
は
、
政
党
除
名
と
は
、
除
名
対
象
の
党
員
か
ら
政
治
活
動
の
基
礎
を
剝
奪
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
政
党
が
占
め
る
寡
占
的
地
位
（O

ligopol

）、
す
な
わ
ち
、
既
存
政
党
に
割
り
当
て
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
政
治
的
意
思
形
成
領
域
に
つ
い

て
有
す
る
事
実
上
の
地
位
に
由
来
す
）
72
（
る
。
つ
ま
り
、
政
治
的
見
解
に
つ
い
て
複
数
存
在
す
る
基
本
的
な
傾
向
は
、
議
会
勢
力
と
な
る
こ
と

に
成
功
し
て
い
る
諸
政
党
の
夫
々
に
よ
っ
て
の
み
代
表
さ
れ
て
い
る
た
め
、
加
入
す
べ
き
政
党
の
選
択
肢
は
限
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
現
実
的
に
選
択
肢
が
限
ら
れ
る
中
に
お
け
る
、
こ
う
し
た
少
数
の
有
力
政
党
へ
の
集
中
の
結
果
が
、
政
党
内
で
の
闘
争
、
す
な
わ
ち

多
数
派
形
成
を
め
ぐ
る
闘
争
で
あ
）
73
（
る
。
し
か
し
、
除
名
さ
れ
た
者
は
、
こ
う
し
た
闘
争
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、

憲
法
上
、
国
民
の
政
治
的
意
思
形
成
に
協
力
（
協
働
）
す
る
と
い
う
特
別
の
任
務
を
与
え
ら
れ
た
、
い
わ
ば
特
権
的
地
位
を
得
た
政
党
を

通
じ
て
の
み
現
実
的
な
政
治
参
加
は
可
能
に
な
る
と
こ
ろ
、
政
党
除
名
は
、
除
名
さ
れ
た
者
の
政
治
参
加
を
現
実
的
に
不
可
能
に
す
る
の

で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
除
名
さ
れ
た
者
は
、
そ
の
逸
脱
行
為
に
よ
っ
て
、
他
の
党
員
に
よ
る
権
利
の
行
使
を
侵
害
し
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
政
党

の
政
治
的
有
効
性
を
毀
損
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
被
除
名
者
が
政
党
除
名
に
よ
っ
て
党
員
の
権
利
に
基

づ
く
政
治
参
加
の
可
能
性
を
完
全
に
失
う
こ
と
に
な
る
の
に
比
べ
て
、
政
党
側
の
政
治
的
有
効
性
を
全
く
以
っ
て
機
能
不
全
に
し
て
し
ま

う
こ
と
は
滅
多
に
な
）
74
（
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
政
党
除
名
が
も
た
ら
す
現
実
上
の
効
果
の
非
対
称
性
を
確
認
で
き
る
。
政
党
内
民
主
主
義

の
観
点
か
ら
政
党
除
名
を
考
察
す
る
場
合
、
屢
々
看
過
さ
れ
が
ち
な
、
こ
う
し
た
実
際
上
の
効
果
の
不
均
衡
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
政
党
除
名
手
続
の
枠
組
み
で
の
法
的
衡
量
に
お
い
て
は
、
次
の
二
者
が
対
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方

は
、
基
本
法
二
十
一
条
一
項
三
文
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
、
党
員
の
権
利
お
よ
び
こ
れ
に
関
連
す
る
政
治
的
参
加
の
可
能
性
の
喪
失
で
あ

り
、
他
方
は
、
基
本
法
二
十
一
条
一
項
二
文
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
、
政
党
内
の
多
数
派
に
よ
る
理
解
に
基
づ
い
た
、
当
該
政
党
の
望
ま

し
い
機
能
の
侵
害
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
政
党
除
名
と
は
、
基
本
法
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
且
つ
機
能
上
（funktional

）
も
要
請
さ
れ
る
と
こ

ろ
の
政
党
内
民
主
主
義
と
、
政
党
に
と
っ
て
は
耐
え
が
た
い
党
員
に
よ
る
逸
脱
行
為
と
の
境
界
を
画
す
る
も
）
75
（
の
と
さ
れ
る
。
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ま
た
、
政
党
法
は
、
政
党
除
名
手
続
を
政
党
仲
裁
裁
判
所
に
専
属
さ
せ
る
と
と
も
に
（
十
条
五
項
一
文
）、
こ
の
政
党
仲
裁
裁
判
所
に
法

治
国
家
原
則
的
構
成
を
要
求
し
て
い
る
（
十
四
条
）。
こ
の
よ
う
な
法
的
に
要
請
さ
れ
た
政
党
除
名
手
続
の
た
め
の
制
度
は
、
党
員
の
地

位
が
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
、
政
党
除
名
手
続
は
、
政
党
除
名
要
件
を
定
め
た
政
党
法
十
条
四
項
を
実
現
す
る
手

段
で
あ
る
で
あ
る
と
と
も
に
、
政
党
内
民
主
主
義
の
要
素
で
あ
る
と
さ
れ
）
76
（
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
党
除
名
に
関
す
る
規
定
は
基
本
法
二
十

一
条
一
項
三
文
の
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
同
様
に
、
政
党
除
名
に
関
す
る
手
続
も
ま
た
、
政
党
内
民
主

主
義
の
原
則
の
発
露
（Ausfluß

）
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
77
（
い
の
で
あ
る
。

　

政
党
内
民
主
主
義
は
、
自
由
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
造
、
す
な
わ
ち
、
極
力
多
様
で
開
か
れ
た
、
政
党
機
関
内
部
で
の
意
思
形
成

過
程
を
要
請
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
除
名
と
い
う
脅
威
か
ら
最
大
限
自
由
な
意
思
形
成
過
程
を
前
提
と
す
る
。
そ
こ
で
、
政
党
除
名
は
、

意
思
形
成
過
程
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
追
求
す
べ
き
政
治
的
傾
向
を
め
ぐ
る
闘
争
に
お
い
て
は
、
威
嚇
手
段
（D

rohm
ittel

）
と
し
て
機

能
す
べ
き
で
は
な
）
78
（
い
の
で
あ
る
。

㈡　

政
党
除
名
の
役
割

　

と
は
い
え
、
政
党
除
名
と
い
う
制
度
も
ま
た
、
他
方
で
は
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
政
党
が
恒
常
的
に
敵
対
的
な
態
度
を

と
る
党
員
を
抱
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
任
務
遂
行
能
力
（Funktionsfähigkeit der Parteien

）
が
減
殺
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
繫
が
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
政
党
除
名
と
は
、
内
部
的
対
立
に
つ
い
て
の
許
容
さ
れ
得
る
限
界
を
超
え
た
場
合
に
お
け
る
、
組
織
防
衛
と
し
て
の

反
応
な
の
で
あ
る
。
政
党
は
、
政
治
的
な
考
え
を
同
じ
く
す
る
者
同
士
を
結
び
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
た
政
治
的
目
標
を
追

求
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
政
党
内
民
主
主
義
は
、
常
に
政
党
の
自
由
に
適
合
す
る
政
党
の
傾
向
的
性
質
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま

た
党
員
を
一
方
的
に
有
利
に
し
て
政
党
組
織
を
犠
牲
に
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
）
79
（

る
。

　

政
党
除
名
手
続
が
正
当
化
さ
れ
る
の
は
、
基
本
法
が
予
定
す
る
と
こ
ろ
の
政
党
の
機
能
が
、
特
別
の
方
法
に
お
い
て
、
党
員
の
損
害
を
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も
た
ら
す
行
為
に
よ
っ
て
危
殆
化
さ
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
）
80
（
る
。
こ
の
場
合
に
、
政
党
除
名
は
、
政
党
の
防
衛
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
な
る

の
で
あ
り
、
ま
た
、
自
己
防
衛
機
能
と
し
て
観
念
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
政
党
除
名
と
は
、
罪
に
対
す
る
報
復

で
は
な
く
、
政
党
の
任
務
遂
行
能
力
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
）
81
（
る
、
と
の
説
明
は
説
得
的
で
あ
る
。

㈢　

考　

察

　

そ
れ
で
は
、
政
党
内
民
主
主
義
に
適
合
的
な
政
党
除
名
と
は
何
か
。
あ
る
い
は
、
政
党
内
民
主
主
義
は
政
党
除
名
に
対
し
て
何
等
か
の

要
請
を
持
ち
う
る
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
先
述
し
た
、
政
党
除
名
は
、
意
思
形
成
過
程
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
政
治
的
傾
向
を
め
ぐ

る
闘
争
に
お
い
て
は
、
威
嚇
手
段
し
て
機
能
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
見
解
が
示
唆
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
政
党
内
民
主
主
義
は
、
政
党

除
名
に
対
し
て
、
反
対
派
に
対
す
る
威
嚇
手
段
と
し
て
の
利
用
を
禁
止
す
る
要
請
を
持
つ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
見

解
の
背
後
に
あ
る
、「
民
主
主
義
的
な
性
質
を
基
礎
づ
け
る
の
は
、
多
数
決
だ
け
で
は
な
く
、
先
ず
は
多
数
派
を
巡
る
闘
争
で
あ
）
82
（
る
」
と

い
う
説
明
も
説
得
的
で
あ
る
。
実
際
に
、
党
則
に
お
い
て
、「
政
党
秩
序
措
置
は
、
政
党
内
の
意
思
形
成
お
よ
び
民
主
主
義
を
制
約
す
る

目
的
で
行
使
さ
れ
て
は
な
ら
な
）
83
（

い
」
と
明
示
す
る
規
定
も
認
め
ら
れ
る
。

　

政
党
内
民
主
主
義
の
個
人
権
的
側
面
、
す
な
わ
ち
党
員
の
権
利
の
保
護
を
重
視
す
る
見
解
に
も
説
得
力
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合

に
は
、
政
党
の
自
由
、
あ
る
い
は
政
党
の
基
本
法
上
の
任
務
と
の
観
点
を
踏
ま
え
て
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
政

党
の
機
能
の
危
殆
化
と
い
う
観
点
を
政
党
除
名
の
正
当
化
理
由
と
し
て
観
念
す
る
立
場
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
政

党
除
名
に
つ
い
て
は
、
党
員
の
権
利
の
保
護
を
強
調
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
政
党
の
自
由
お
よ
び
機
能
（
の
防
衛
）
と
の
緊
張
関
係
を
踏

ま
え
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
わ
か
る
。
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四　

結
び
に
代
え
て

　

本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
政
党
内
民
主
主
義
に
関
し
て
、
特
に
政
党
除
名
の
法
的
規
律
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
こ
で
は
、「
民

主
主
義
」
と
い
う
概
念
か
ら
動
も
す
れ
ば
直
観
的
に
連
想
し
が
ち
な
多
数
決
原
理
と
は
異
な
る
要
請
が
作
用
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
政

党
除
名
に
つ
い
て
は
、
そ
の
決
定
権
を
単
に
政
党
内
の
多
数
派
に
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
政
党
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
除
名
構
成
要
件
に

基
づ
い
て
政
仲
裁
が
判
断
す
る
、
と
い
う
規
律
構
造
と
し
て
政
党
内
民
主
主
義
は
展
開
し
た
。
そ
こ
で
は
、
政
党
法
が
定
め
る
除
名
構
成

要
件
に
規
定
さ
れ
た
概
念
を
明
確
化
・
限
定
化
す
る
試
み
が
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
政
党
除
名
の
目
的
を
限
定
的
に
捉
え
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
発
動
機
会
を
限
定
化
す
る
発
想
も
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
政
党
除
名
を
、
報
復
措
置
と
し
て
で
は
な
く
、
基
本
法
に
由
来
す

る
政
党
の
任
務
遂
行
能
力
を
保
護
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
政
党
が
そ
の
党
員
に
よ
っ
て
危
殆
化
さ
れ
る
場
合
に
政

党
除
名
が
正
当
化
さ
れ
る
と
の
見
解
が
説
得
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
抑
も
政
党
内
民
主
主
義
が
政
党
除
名
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、

現
実
の
政
治
生
活
に
お
い
て
政
党
が
占
め
る
寡
占
的
地
位
の
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
発
想
は
、
実
際
の
政
党
除
名
手
続
の
運
用
に

と
っ
て
も
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
政
党
内
民
主
主
義
、
す
な
わ
ち
基
本
法
二
十
一
条
一
項
三
文
に
関
す
る
制
度
・
議
論
は
、
政
党
（
さ
ら
に
会
派
）
活

動
に
つ
い
て
様
々
な
展
開
を
見
せ
る
が
、
今
後
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
分
野
ご
と
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
1
）  

こ
れ
ら
政
党
法
案
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
差
し
当
た
り
、
加
藤
一
彦
「
戦
後
政
党
法
案
の
軌
跡
と
今
日
の
動
向
（
一
）」
東
京
経
大
学
会
誌
一

八
四
号
（
一
九
九
三
年
） 

五
五
頁
以
下
に
詳
し
い
。

（
2
）  

第
一
回
国
会
衆
議
院
政
党
及
び
選
挙
法
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
事
録
第
八
号
三
六
頁
（
衆
議
院
議
員
・
綱
島
正
興
・
昭
和
二
十
二
年
八
月
十
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八
日
）。

（
3
）  

ロ
ベ
ル
ト
・
ミ
ヘ
ル
ス
（
森
博
・
樋
口
晟
子 

訳
）『
現
代
民
主
主
義
に
お
け
る
政
党
の
社
会
学
Ⅱ
』（
木
鐸
社
・
一
九
七
四
年
）。
特
に
、
同
書

四
四
四
頁
以
下
を
参
照
。

（
4
）  
自
由
民
主
党
「
日
本
国
憲
法
改
正
草
案
Ｑ
＆
Ａ
」（
増
補
版
）
二
二
頁
は
、「
憲
法
に
こ
う
し
た
規
定
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
政
党
助
成
や
政
党

法
を
制
定
す
る
根
拠
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
政
党
法
の
制
定
に
当
た
っ
て
は
、
党
内
民
主
主
義
の
確
立
、
収
支
の
公
開
な
ど
が
焦
点
に
な
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
し
て
い
る
。

（
5
）  

「
憲
法
に
政
党
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
規
定
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
政
党
法
を
制
定
し
、
政
治
活
動
の
自
由
の
保
障
と
同
時
に
、
党
内
民
主
主

義
の
確
立
な
ど
の
内
部
規
律
を
定
め
て
い
く
た
め
の
根
拠
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
」。
第
一
八
十
回
国
会
衆
議
院
憲
法
審
査
会
議
録
第
八
号

五
頁
（
衆
議
院
議
員
・
柴
山
昌
彦
・
平
成
二
十
四
年
八
月
二
日
）。

（
6
）  Thom

as Poguntke, Susan E. Scarrow, Paul D. W
ebb et al. 

（2016

） 

‘Party rules, party resources and the politics of 
parliam

entary dem
ocracies : H

ow
 parties organize in the 21st century

’. Party Politics, 22 （6

）, p. 673.

（
7
）  

最
近
の
文
献
と
し
て
は
、
濱
本
真
輔
『
現
代
日
本
の
政
党
政
治

―
選
挙
制
度
改
革
は
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
八
年
）

三
二
頁
を
参
照
。
ま
た
、
同
様
の
認
識
は
、
憲
法
学
に
お
い
て
も
共
有
さ
れ
て
い
よ
う
。
例
え
ば
、
安
西
文
雄
・
巻
美
矢
紀
・
宍
戸
常
寿
『
憲
法

学
読
本
』
第
三
版
（
有
斐
閣
・
二
〇
一
八
年
）
二
七
一
頁
〔
宍
戸
執
筆
〕
を
参
照
。

（
8
）  

安
西
＝
巻
＝
宍
戸
・
前
掲
注
（
7
）、
二
六
九
頁
〔
宍
戸
執
筆
〕
を
参
照
。

（
9
）  

渡
辺
康
行
＝
宍
戸
常
寿
＝
松
本
和
彦
＝
工
藤
達
朗
『
憲
法
Ⅰ
基
本
権
』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
一
六
年
）
二
八
〇
頁
〔
工
藤
執
筆
〕
を
参
照
。

（
10
）  

最
判
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
二
〇
日 

判
時
一
三
〇
七
号
一
一
三
頁
。

（
11
）  

最
判
平
成
七
年
五
月
二
十
五
日 

民
集
四
九
巻
五
号
一
二
七
九
頁
。

（
12
）  

こ
の
事
件
を
扱
っ
た
論
考
と
し
て
は
、
小
堀
裕
子
「
政
党
の
内
部
自
律
権
と
司
法
審
査
に
関
す
る
一
考
察

―
政
党
除
名
処
分
無
効
確
認
訴
訟

一
審
判
決
（
東
京
地
判
平
成
二
十
三
年
七
月
六
日
判
タ
一
三
八
〇
号
二
四
三
頁
）
と
そ
の
控
訴
審
判
決
（
東
京
高
判
平
成
二
十
四
年
一
月
十
八
日

判
例
集
等
未
掲
載
）
を
手
が
か
り
に
し
て

―
」
洗
足
論
叢
（
二
〇
一
八
年
）
四
六
号
三
八
七
頁
以
下
が
あ
る
。

（
13
）  

例
え
ば
、
阪
本
昌
成
『
憲
法
理
論
Ⅰ
』
補
訂
第
三
版
（
成
文
堂
・
二
〇
〇
〇
年
）
二
〇
九
頁
。

（
14
）  

東
京
地
裁
昭
和
五
十
八
年 

五
月
三
十
日 

判
時
一
〇
八
五
号
七
七
頁
、
東
京
高
裁
昭
和
五
十
九
年 

九
月
二
十
五
日 

判
時
一
一
三
四
号
八
七
頁
。

（
15
）  

東
京
高
裁
平
成
六
年
十
一
月
二
十
九
日 

判
時
一
五
一
三
号
六
〇
頁
。
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（
16
）  V

gl. M
artin M

orlok, in: H
orst D

reier

（H
rsg.

）, G
rundgesetz-Kom

m
entar, Band II, 3. Aufl., 2015, S. 400.

（
17
）  V

gl. Rudolf Streinz, in: H
erm

ann von M
angoldt/Friedrich Klein/Christian Stark, Kom

m
entar zum

 G
rundgesetz, Band II, 7. 

Aufl., 2018, S. 329.
（
18
）  V

gl. M
artin M

orlok/H
eike M

erten, Parteienrecht, 2018, S. 125.
（
19
）  V

gl. M
orlok, a. a. O. （Anm

. 16

）, S. 405.

（
20
）  V

gl. Jörn Ipsen, in: ders. （H
rsg.

）, Parteiengesetz, 2. Aufl., 2018, S. 73.

（
21
）  V

gl. M
orlok, a. a. O. （Anm

. 16

）, S. 403.

（
22
）  

二
〇
一
七
年
七
月
十
三
日
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
は
、
同
年
一
月
十
七
日
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
下
し
た
政
党
禁
止
手
続
に
関
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｄ
判
決

を
受
け
、
基
本
法
二
十
一
条
に
つ
い
て
違
憲
政
党
に
対
す
る
対
抗
手
段
を
増
や
す
憲
法
改
正
を
行
っ
た
（BG

Bl. IS. 2347.

）。
こ
の
た
め
改
正

前
に
第
三
項
に
置
か
れ
て
い
た
委
任
規
定
は
、
そ
の
ま
ま
現
行
第
五
項
へ
と
移
っ
た
。
な
お
、
改
正
後
の
本
条
の
邦
訳
と
し
て
は
、
初
宿
正
典

『
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法

―
全
訳
と
第
六
十
二
回
改
正
ま
で
の
全
経
過
』（
信
山
社
・
二
〇
一
八
）
一
三
頁
以
下
が
あ
る
。

（
23
）  

竹
内
重
年
「
西
ド
イ
ツ
政
党
法
に
つ
い
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
九
六
号
（
一
九
六
八
年
）
六
二
頁
以
下
。

（
24
）  

差
し
当
た
り
、
土
屋
正
三
「
西
ド
イ
ツ
の
政
党
法
案
（
一
）」
自
治
研
究
三
六
巻
一
一
号
（
一
九
六
〇
年
）
一
五
頁
以
下
を
挙
げ
て
お
く
。

（
25
）  BT-D

rs. 1/275.

（
26
）  Rechtliche O

rdnung des Parteiw
esen, Problem

e eines Paretiengesetzes, Bericht der von Bundesm
inister des Innern 

eingesetzen Parteienrechtskom
m
ision, 1957 

（2. Aufl., 1958

）.

こ
の
報
告
書
は
、
自
治
庁
選
挙
局
『
政
党
制
度
の
法
的
秩
序

―
政
党
法

の
諸
問
題
』（
一
九
五
八
年
）
と
し
て
邦
訳
さ
れ
て
い
る
。

（
27
）  BT-D

rs. 3/1509.

（
28
）  BT-D
rs. 4/2853.

（
29
）  BT-D

rs. 4/3112.

（
30
）  BT-D

rs. 5/1339.

（
31
）  

差
し
当
た
り
、
彼
谷
環
「
ド
イ
ツ
政
党
法
制
と
政
党
内
民
主
制
」
広
島
法
学
一
八
巻
三
号
（
一
九
九
五
年
）
一
〇
三
頁
以
下
、
本
秀
紀
「
ド
イ

ツ
に
お
け
る
党
内
民
主
主
義
と
法
・
序
説
」
法
政
論
集
二
三
〇
号
（
二
〇
〇
九
年
）
四
〇
一
頁
以
下
。

（
32
）  V

gl. Ipsen, a. a. O. （Anm
. 17

）, S. 80.
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（
33
）  BT-D

rs. 5/1339, S. 4.

（
34
）  

自
治
庁
選
挙
局
『
政
党
制
度
の
法
的
秩
序

―
政
党
法
の
諸
問
題
』（
一
九
五
八
年
）
二
〇
七
頁
以
下
〔
清
水
芳
一
訳
〕
参
照
。

（
35
）  BT-D

rs. 5/1918, S. 4.
（
36
）  W

alter Breithaupt, D
as Parteiengesetz vom

 24. Juli 1967, JZ 1967, 561 ff. （563

）.
（
37
）  Zum

 Parteiengesetz-Entw
urf  Kristische Stellungnahm

e und G
egenvorschläge von 16 Politologen, Sozialw

issenschaftlern 
und Juristen an der Freien U

niversität Berlin, D
Ö
V
 1967, 256.

（
38
）  V

gl. Sebastian Roßner, Parteiausschluss, Parteiordnungsm
aßnahm

en und innerparteiliche D
em

okratie, 2014, S. 99. 

ま
た
、

竹
内
・
前
掲
注
（
23
）、
六
五
頁
に
も
言
及
が
あ
る
。

（
39
）  V

gl. Roßner, a. a. O. （Anm
. 38

）, S. 152.

（
40
）  V

gl. Roßner, a. a. O. （Anm
. 38

）, S. 152.

（
41
）  V

gl. Johannes Risse, D
er Parteiausshluß, 1985, S. 78.

（
42
）  V

gl. Roßner, a. a. O. （Anm
. 38

）, S. 99 ff.

（
43
）  V

gl. Roßner, a. a. O. （Anm
. 38
）, S. 101.

（
44
）  V

gl. Roßner, a. a. O. （Anm
. 38

）, S. 101.

（
45
）  V

gl. Roßner, a. a. O. （Anm
. 38

）, S. 103.

（
46
）  Roßner, a. a. O. （Anm

. 38

）, S. 104.

（
47
）  V

gl. Risse, a. a. O. （Anm
. 41

）, S. 86.

（
48
）  V

gl. Roßner, a. a. O. （Anm
. 38

）, S. 118.

（
49
）  V

gl. H
ans Peter Bull, Anm

erkung, DV
Bl 2014, 262 f.

（
50
）  V
gl. Ipsen, a. a. O. （Anm

. 17

）, S. 77.

（
51
）  V

gl. Risse, a. a. O. （Anm
. 41

）, S. 106 f.

（
52
）  

§64 Satzung der CSU
 （2017

）.

（
53
）  

§24 Bundessatzung der FD
P （2018

）.

（
54
）  

§20 Satzung des Bundesverbandes der Bündnis90/D
ie G

rünen （2018
）.
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（
55
）  

§7 Bundessatzung der AfD
 （2018

）, 

§1 Schiedsgerichtsordnung der AfD
 （2018

）.

（
56
）  

§48 Statut der CD
U
 （2015

）.
（
57
）  

§34 O
rganisationsstatut der SPD

 （2017

）.
（
58
）  
§37 Bundessatzung der Partei D
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）.
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党
法
十
条
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す
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党
仲
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判
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則
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仲
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ベ
ル
リ
ン
上
級
裁
判
所
は
、
本
件
政
党
除
名
判
断
に
対
す
る
司
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仲
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司
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duesseldorf.de/search/search-judgm

ent.xm
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）, S. 142 f.
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. 38
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